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第二實験

緒 言

襲 二余 等(清 野 、 束 田)ハ 海狽 二於 テ、 氣 管 内 二 豊 田、 肥 田、Besredka,VaillautetVitowx,

結 核 菌浮 游 液 テ注 入 シ、 其 肺臓 ノ示 セル初 感 染PasdeGelais,金 井 、 大 久 保 、 佐藤 、 正木 、

及 ビ再感 染 ノ病 髄 二就 キ詳 細 之 テ畿 表 セ リ。 此Glotowa,Gluchow,荒 井 、Kurokawa,熊 谷 、

研 究 二再 感 染 ト構 セル ハ豫 メ 結 核 生 菌 テ 皮 下 南 、 水 原 、 元 村 氏 等)。

(或者 ハ静 脈 内)二 注 射 シ、 全 身免 疫 テ獲 得 セ シ 然 ル ニ結 核 局所 冤 疫 ノ研 究 二至 リ テノ・Balch,

メタル モ ノニ於 テ、 更 二結 核 生 菌 俘 游 液 テ氣 管Besredka,Boroku.Pick,C】auberg,Koch,

内 二再 接 種 シタ ル モ ノナ リ。余 ハ更 二結 核 死 菌、KUsteru,Elkes,OrnsteinandSteinbach,

BCG生 菌 及 ビ奮 「ツベ ル ク リ ン」テ豫 メ氣 管 内Schnieder,Spaskij,Sternberg,今 牧 、 光 岡、

二1同 若 シ クハ頻 同 注射 シ、 肺 臓 局所 免 疫 テ賦 束 田等 ノ研 究 アル モ其 多 クハ非経 氣 道 的 局 所 免

與 セ シメ タ ル海猿 二於 テ、 結 核 菌 ノ経 氣 道 感 染 疫 ニ シテ、 肺 結 核 主要 感染 経 路 タル氣 道 テ用 ヒ

テ施 行 シ、 之 ト皮 下或 ハ静 脈 内 二冤 疫 元 テ與 ヘ タ ルモ ノ爾 少 キ ガ如 シ。 寡 聞 ナ ル余 ノ渉 猟 シ得

タル モ ノニ於 ケ ル氣 道再 感 染 像 トラ比 較 研 究 セ タ ル所 二於 テハ唯Besneud,Besredka,JocoP,

リ。 蓋 シWassermannu.Citronノ 命 名 セル 三 木 及 ビ山 田、倣 塚 氏 ノ撒 氏 アル ノ ミ。

局所 免 疫 ノ研 究 ノ・最 近Besredka等 ノ業 績 ニ ヨ 免疫 元 賦 與法 ノ研 究 ハ,1ξダ興 味 アル モ ノ ニ シ

リテ長 足 ノ進 歩 テ途 ゲ、 殊 二「チ フ ス」、 赤 痢 、 テ、 皮 膚 二進 入感染 経路 テ有 スル脾 腕 疽 二封 シ

「ゴ レラ」等 ノ腸 管感 染疾 患 二封 ス ル腸 管 局所 免 テへ 進 入 局所 ノ皮膚 二見疫 テ施 ス時 其 敷 果最

疫 二關 シテノ・甚 ダ多 数 ノ研 究 ア リ。(Ehrlich,モ 大 ニ シテ、 又 消 化管 二進 入感 染 経 路 テ有 スル

Mithridates,Wassermannu.Citron,Lむf臼er,腸 「チ フス」二封 シテ ノ・経 口清 化管 見 疫 ノ優 レタ

Wolf,Yoshida,Kutscheru.Meinicke,志 賀 、 ルノ・人 ノ多 ク唱 フル所 ナ リ.同 様 二 「ヂ フ テ リ
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一 」 肺 結 核 等 ノ如 キ主 トシテ呼 吸 器 道 二感 染 経

路 テ有 ス ト看 倣 サル ・疾 患 二封 シ テハ、 吸 入其

他 ノ方 法 ニ ヨ リ扁 桃 腺 又 ハ氣 道 粘 膜 直 接 二免 疫

ラ施 ス コ ト合理 的 ニ シテ卓 敷 アル ベ シ ト思 惟 セ

ラル。

余 ガ本 實 験 二著 手 シ タル ハ既 二昭 和2年7月 ニ

シテ、 多 大 ノ時 日 ト、 多敷 ノ動 物 テ費 シ、 稽 ≧

満 足 スベ キ成 績 テ得 タル テ以 テ此 庭 二之 ラ報 告

セ ン ト ス 。

第一章 實験方法

第 一 項 實 験 動物

試 験 動 物 ハ 凡 テ人 型 結 核 菌 二最 モ感 受 性 強 キ海

狽 テ使 用 セ リ。雌 性 ハ時 二妊 娠 等 ノ事 故 テ生 ジ

其 抵 抗減 弱 テ來 シ、 從 ツ テ其 成績 ノ不 統 一 トナ

ル テ虞 レ凡 テ雄 性 テ使 用 セ リ。試 験 動 物 ハ幼 弱 、

成 熟 種 々 ナ ル モ ノ テ用 ヒ シモ、 韻 重 ハ成 可 ク各

實 験 二於 テ均 一 ナ ル様 選 定 セ リ。

第 二 項 免 疫 元 及 ビ結 核 菌 液 製 造 法

本 實 験 二使 用 セ ル結 核 菌 殊 ハ5株 ナ リ.即 チ人

型 結 核 菌 青lIIB系 、 上 池 系 、 村 田系 、 毛利 系 及

ビCalmetteetGu6rin/BCG菌 株 ニ シテ、

青 山B系 、上 池 系 ハ傳 染病 研 究 所 ヨリ、毛利 系 ハ

竹 尾結 核 研 究 所 ヨ リ分 與 テ受 ケ タル モ ノ ニ シ

テ、 村 田系 ハ當 教 室 二於 テ分 離 培 養繊 績 セ ルモ

ノナ リ。 其 「グ リセ リ ン」寒 天 培 養 約1ケ 月 ノ登

育 旺 盛 ナ ル モ ノテ使 用 セ リ、BCG菌 株 ハ2種

ニ シテー ハ ヵル メ 。 ト氏 ヨ リ志 賀 氏 二分 與 セル

モ ノニ シテ、 他 ハ直 接 ヵル メ.ト 氏 ヨ リ分與 サ

レタル モ ノニ シ テ、 伊 藤 氏 ノ試 験 ニ ヨ レバ其 毒

力 差 異 ナ キモ ノ ・如 シ。

結 核 菌 ハ滅 菌 濾 紙 間 二挾 ミ歴 シ テ 水分 テ 除 去

シ、 秤 量後 、 璃 磯 乳 鉢 ニ テ滅 菌 生理 的 食 盤 水 テ

滴 下 シツ ・30分 以上 成 可 ク鄭 寧 二研 磨 シ菌 俘

游 液 テ作 ル モ ノ トス。

結 核 死菌 液 製 造 ニハ毎 常 新 シク調 製 シタ ル上記

菌 俘 游 液 テ100度1時 間 熱 殺 シ、 其 冷 却 ス ル テ

待 チ テ使用 セ リ.

「ツ'ぐル ク リ ン」ハ コ ッホ氏 薔 「ツベ ル ク リ ン」ニ

シテ、 免 疫 二際 シテハ傳 染 病 研 究 所 製 造 ノモ ノ

テ使 用 セ ル モ、 レー メル氏 反 慮 試 験 ニ ハ大 阪 血

清 藥 院 製 造 ノモ ノテ用 ピタ リ。

第 三 項 注 射 方 法

結 核 菌 若 シ クハ免 疫 元 氣管 内注 射 ハ前 頸 部 二於

テ皮 膚 テ切 開 シ、 氣 管 テ露 出 シ、 試 験 動 物 ハ固

定 毫 ト共 二其 頭 部 テ約30度 高位 テ トラ シメ、

注 射 器 テ以 テ氣 管 内 二播 入 シ極 メ テ徐 々 二鮎 滴

HJK-=・O・1或・・0・3ccm量 注 入 ラ行 ヒ、 注 射 部位

ハ縫 合 テ施 ス。 術 雨 側 肺 臓 二菌 液 テ凡 ソZF等 二

注 入 セ ン トスル時 ニ ハ動 物 ハ仰 臥 位 ト シ、 主 ト

シテー 側 肺 臓 二注 入 セ ン トスル時 ニハ 同側 テ下

位 トスル横 臥 位 テ取 ラ シ メ タ リ。

皮 下 免 疫 二際 シテ ハ腹 部 及 ビ脚 部 二注 射 シ、静

脈 内注 射 二當 リ テ ハ 四 肢 ノ皮 下 静 脈 テ選 定 セ

リ。

第 四 項 観 察

前 威 置 及 ビ接 種 菌 量 ハ各 實験 二於 テ 種 々 一 シ

テ、 當 該 章 下 二於 テ詳 細 記 述 スル テ以 テ此庭 ニ

ハ之 テ記 載 セヅ ルベ シ。

試 験 動 物 ハ約 一 週 間 毎 二盟 重 ラ測 リ、 且 同一 ナ

ル生 活 状 態 ニ アル様 努 メタ リ。 尚 試 験 動 物 ハ實

瞼 二際 シテ豫 メ上.=∠2ヒ 氏 反鷹 テ検 査 シ、 其陰

性 ナル ラ確 メ テ後 使 用 セ リ。 筒 レー メル氏 反慮

ハ屠 殺 前 二於 テモ之 テ施行 シ、 免 疫 動 物 二於 テ

・・再接 種 前 二於 テモ之 テ施 行 セ リ。

試 瞼 動 物 ・侮 常 「ク・ ・フ。ル ム」 テ以 テ庶 醇 活

禮 解 剖 二付 セ リ。以 下屠 殺 トアル ハ 之 テ意 味 ス。

標 本製 作 二當 リ テハIO倍 「フ,ル マ リ ン」水 溶 液

ニ テ固定 シ・ 「パ ラフ1ン 」切 片 テ作 リ
、主 ト シテ

「ヘ マ トキ シ リ ン
、 エ オ ジ ン」染 色 法、 「ワ ン、ギ

ー ソ ン」氏染 色 法 及 ビ結 核 菌染 色法 ラ用 ピタ リ
。

表 ノ論 明

(1)艦 重(始)ハ 實 験 著 手 前 、 禮 重(終)ハ 剖 検 時

ノ夫 レナ リ。(2)y氏 反 慮 トハ上二22ヒ 氏 皮 内

反 磨 テ表 ス・(+)・ ・萬 「ツベ ル クi♪ン」0.02ccm
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テ腹 壁 部 皮 内 二注 射 セル後24時 間 及 ビ48時 間

ニ シテ、 注 射 部 位 ノ充 血 テ示 セ ル モ ノ、(升)ハ

前 者 ヨ リ其 程 度 強 ク充 血 腫脹 セ ル モ ノ、(柵)ハ

潰 瘍 、 結 痂 テ作 レル モ ノ テ示 ス。(りり)肺、 肝 、

脾 二於 ケ ル(一)號 ノ・肉眼 的 結 核 病攣 テ認 メザ ル

モ ノ・(十了)號 ハ 甚 ダ輕 度 ノ結 核 病 髪 テ示 シ、 以

下(+)ノ 数 ハ結 核病 攣 ノ程 度 ヲ表 ス。(4)肺 門

腺 ハ其 腫 脹 テ認 メザ ルモ ノ テ(一)ト 記 シ、 米粒

大 二達 セザ ル モ ノラ(±)ト シ、 米 粒 大 二腫 脹 セ

ル モ ノラ(+)、 小 豆 大 ナ ルモ ノ子(十)、 大 豆 大

ナ ル モ ノテ(帯)、 其 以 上 テ(冊)ト 記 セ リ。 街 例

之(帯 十)ト ア ルハ 小 豆大1個 、 大 豆大1個 腫 脹

セ ル ラ意 味 ス.(5)頸 腺、 腋 腺 、 縦 隔 賓腺 、 後

第 二 章

第 一 項 結 核 死 菌 テ以 テ免 疫 セル モ ノ

第 一實 験

本 實 験 二使 用 セル動 物 数 ハ45頭 ニ シテ、1群

各 々15頭 宛3群 二分 チ、 第1群 ハ経 氣 道 免 疫

動 物 、 第2群 ハ皮 下 免 疫 動 物,第3群 ハ封 照 動

物 トセ リ。

結 核 死 菌 ニノ・青 山B菌 テ使 用 シ タル モ、 生 菌 接

種 ニノ・村 田 菌 ラ使 用 セ リ。 蓋 シ青 山B菌 ハ不 明

ノ原 因 一 ヨ リ其 毒 性減 弱 甚 シカ リ シラ以 テ本 試

験 以後 ノ實 験 二於 テハ 使 用 セザ ル コ ト ・セ リ。

第 一 表

腹膜 腺 、 肝 門腺 及 ビ腸 間 膜 腺 二於 テハ其 正常 大

ト認 ム ル モ ノ ヲ(一)ト シ・ 梢 丸腫 大 セル感 アル

モ ノテ(±)、 腫 大 セル モ ノテ(+)ト セ リ、(+)

ノ数 ハ其 腫脹 ノ程 度 テ 示 ス.(の 注 射 局 所 ノ

(+)(一)ハ 病 憂 ノ有無 テ示 ス。 顯 微 鏡 的 所 見 ノ

表 中(一)氣 管枝 粘膜Zト ア ル ハ粘 膜 ノ損 傷破 壌

テ意 味 シ、Wト ア ルノ・粘 膜 」波 細胞 ノ増 殖 肥 厚

テ意 味 ス。(二)淋 巴装 置 トハ大 氣管 枝 周邊 二近

ク存 在 スル淋 巴球 性 細 胞 ノ集 團 ラ意 味 ス。 本 細

胞 集 團 ハ翫存 セル肺 臓 内淋 巴装 置 ノ増 殖肥 厚 セ

ル モ ノナ リヤ或 ハ淋 巴球 性 結 節 ナ リ ヤ直 チ ニ断

定 シ得 ザ ル モ此 塵 ニハ斯 ク假 構 ス。

實 験 威 績

結 核 死 菌 ハ毎 回1萬 分 ノ5mg宛 、10日 置、{;

同氣 管 内、 或 ハ皮 下 二注 射 シ、 静 養期 間30日

テ置 キテ前庭 置 動物 及 ビ封 照動 物 ラ含 ム全 試 験

動 物 ノ氣 管 内 二結 核 生 菌 千萬 分 ノ1mg宛 注射

シ、 後40日 一 シテ屠殺 解剖 二付 シタ リ。

氣管 内死 菌 注 射 二際 シ テ凡 ソ雨 側 肺臓 二注 入 ス

ル様 ニ シ、 生 菌 接 種 二當 リテ ハ圭 トシテ右側 肺

臓 二注 入 スル様 努 メタ リ。 菌 液 皮 下 注 射 ハ常 二

右脚 内側 皮 下 二於 テ セ リ。

其 實 験 成 績 テ表記 ス レバ次 ノ如 シ。

第一實験 ノ成績一覧表
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所見小括

以上第一實験 ノ成績 テ総括 スルへ 上記 ノ表 ヨ

リ明カナル如 ク、結核死菌1萬 分 ノ5mg宛 、

6同 即チ全量千分 ノ3mgテ 氣管内或ハ皮下二

注射 スルモ「ツ'ぐルクリン」過敏症 ラ賦與スルラ

得ズ。肺臓病攣程度 ラ比較 スルニ皮下冤疫動物

二於テハ封照動物 二比 シ其病攣程度二逞庭 ラ認

ムルラ得ズ。之二反 シ経氣道免疫動物 二於テハ

皮下見疫動物或ハ封照動物 二比 シ其病攣程度稚

輕度ナリキ。 肺臓 ノ左右雨側 テ比較スルニ全

動物二於 テ右肺ハ左肺 二比 シ其病攣著二明二高度

ナリキ。 コレ生結核菌氣管内注射 二際 シ主 トシ

テ右側肺臓二注入スル様努メタルニヨルモ ノナ

ルベ シ.肺 臓病攣 ノ肉眼的所見ハ前虜置動物二

於テモ初感染動物 ト同様極 メテ孤立性ニシテ、

襲 二生菌感染冤疫 ヲ獲得 セシメ然ル後再感染 ラ

行 ヒタルモノニ認 メタルガ如キ禰蔓性二浸潤竈

テ作 レルモノ少 シ。肺門部淋巴腺ハ皮下発疫動

物 二於テハ封照動物 ノ腫脹 ト同程度二腫大 スル

モ、 経 氣 道 免 疫 動 物 二於 テ ハ封 照 動 物 或 ハ皮 下

発 疫 動 物 二比 シ租 支其 腫 脹輕 度 ナ リキ。 而 シ テ

全 動 物 二於 テ右 側 ハ左 側 二比 シ 高皮 一 腫 脹 セ

リ。脾臓 ノ所 見 ・・全 動 物 二於 テ凡 ソ同 一 ナ リキ。

第 二 實 験

上 記 第 一 實 験 二於 テ ハ試 験 感 染 菌 量 小 ナ リ シテ

以 テ、 肺 臓 病 攣 輕 度 ニ シ テ病 憂 程 度 ノ比 較 困難

ナ リキ。 然 レ ドモ精 細 二槻 察 スル時 ハ租 丸局所

免疫 登 顯 ラ認 メ タル テ以 テ更 二同一 實 瞼 テ複 試

セ リ。

本實 験 二於 テ モ亦 使用 動 物 ハ総 計45頭 ニ シ テ、

1群 各 々]5頭 宛3群 二分 チ、 経 氣 道 免 疫 動 物 、

皮 下冤 疫 動 物 及 ビ封 照動 物 トセ リ。

本實 験 二於 テノ、、 生菌 、 死 菌 共 二上 池 菌 ラ使 用

シ、結 核 死 菌 ・・毎 回 千 分 ノ5mg宛 注 射 セ リ。

即 チ死 菌 千 分 ノ5mg宛 、](1日 置 、6同 氣 管 内

或 ノ・皮 下 二注 射 シ、 静 養 期 間 川 日 ラ 置 キ テ、

前 塵 置 動 物 及 ビ封 照動 物 テ含 ム全 試 験 動物 ノ氣

管 内 二結 核 生菌 千 分 ノ1mg宛 注 射 シ、 後IO
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日ニシテ屠殺解剖 二付 シタリ。

氣管内死菌注射 二際 シテハ主 トシテ右側肺臓二

注入シ得 ル様 ニシ、生菌接種二際 シテハ凡ソ爾

側肺臓 二不等 二注入 シ得ル様努力セリ。菌液皮

下注射二當 リテハ脚部或 ハ腹壁皮下二注射 シ、

毎回注射局所 テ異ニセリ.

今其實験成績 テ表示 スレバ第二及三表ノ如 シ。

第 二 表 第二實験試獣 ノ肉眼的所見
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即 チ第 二 實 験 二於 ケ ル實験 成績 ハ第 一 實験 ノ夫

レ ト全 ク相 一 致 セ リ.本 實 験 二於 テ ハ経 氣 道免

疫 動 物 ノ肺 臓 病 攣 程 度 ハ皮 下 発 疫 動物 ノた レニ

比 シ著 明 二輕 度 ナ リ シハ、結核 死菌 注射 量 テ10

イ脅二」曾加 シタ ル ニ ヨル モ ノ ナ ラ ンカ。 然 シ止ヒ場

合 二於 テ モ亦結 核 死 菌1000分 ノ5mg宛 、(;同、

計100分 ノ3mgノ 皮 下 注射 ニ ヨ リテノ・氣 管 内

結 核 菌 接 種 二封 シテ認 ムベ キ発 疫 テ獲 得 セ シム

ルラ得ザリキ。奉實験二用 ヒタル結核菌量ハ第

一實験 二於 テ使用 シタルモ ノニ比 シ遙 カニ多量

ナリシテ以テ、肺臓病攣高度 ニシテ.粟 粒大結

節相密稠 シテ叢 生シ互 二融合セルモ、襲 二生菌

免疫 テ行 ヒタル場合二見タルガ如キ禰蔓性浸潤

ノ型 テトルモノ少ナカリキ。左右雨側肺臓 テ比

較 スルニ経氣道免疫動物 二於 テハ免疫元 テ賦與

シタル右側二於 テハ左側 二比 シ其病憂梢 胤輕度

ナリキ。之二反 シ皮下免疫動物及 ビ封照動物二

於 テハ寧 ロ右肺ハ左肺 二比 シ其病襲高度 ナ リ

キ。肺門部淋巴腺 ノ所見又肺臓所見ニヨクー致

セリ。

脾臓及 ピ肝臓 ニハ特記 スベキ差異 ラ見ズ。

肺臓 ノ顯微鏡的所見ハ各群 各様 一 シテ興味ア

リ.結 核死菌氣管内注射 ノミニヨル肺臓所見テ

観察 スルニ、氣管枝粘膜 ノ刺戟症駄 トシテ其上

皮細胞ハ高度二増殖肥大 シ、上皮細胞 ラ以 テ被

覆 セラル ・小管腔 ノ腺腫様病攣群生ス。氣管枝

壁結締織増殖 シ其附近二増殖肥厚 セル淋巴装置

アリ。経氣道免疫動物二結核菌 テ澁射 セルモ ノ

ニ於テハ」=記結核菌 ニヨル攣化 ノ外、病竈周園

ノ氣管枝脇内ニハ多量 ノ多核細胞、淋巴球、類

上皮細胞或 ハ「エオジン」嗜好細胞 ラ容ル。病竈

ハ主 トシテ孤立性 ノ定型的或 ハ不完全ナル層輪

形成 テ示 ス。或ハ時二不齊形 ノ然 シ限局性 ノ細

胞浸潤竈 ラ作ルモノアリ。檜殖肥厚 セル氣管枝

壁結締織内、病竈内、氣管枝腔内或ハ肺胞腔内

二「エオジン」嗜好細胞存在 ス。其他比較的健全

ナル部位 二於 テハ上記封照動物 二於 テ見 タル氣

管枝 ノ刺戟症歌 ラ認ム。皮下晃疫動物 ノ肺臓所

見ハ封照初感動物 二於 ケル夫 レト甚 グ類似 シ結

節ハ層輪形成著明ナリ.封 照初感染動物 ノ肺臓

所見ハ襲 二精細爽表 シタルラ以 テ此腿 ニハ之テ

省略 ス。以上 ノ所見ハ第一實験及 ビ第二實験 二

於 テ凡ソ同様ナルモ唯第二實験 二於 テハ接種菌

量比較的多量ナリシ爲結節互二相融合 シ廣汎ナ

ル病竈 テ作 ルモ其原褒竈 ラ其壌死部位 ヨリ推知

スルテ得。結節 ノ中心部二壌死層 アルモ ノニ於

テハ常二此部二多数 ノ結核菌ラ謹明 スルモ、其
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菌所見ハ経氣道免疫動物、皮下免疫動物或ハ封

照動物 ノ3者 ニヨリデ差異アルテ見ズ。

爾聯重複 ノ嫌 ビアルモ上記第三表 ラ通覧 スルニ

氣管枝粘膜 ノ所見ハ経氣道免疫動物 二於 テノ・粘

膜 ノ損傷破壌 ノ程度輕 久 病攣少キ部位 二於 テ

ハ粘膜上皮細胞著明二増殖 シ鍛髪 ラ形成 スルニ

反 シテ皮下免疫動物及ビ封照動物 二於 テハ粘膜

茜 グシク損傷サル。甚 シキニ至 リテハ滲出細胞

ノ爲氣管枝壁 ノ全部若 シクハー部侵蝕サ レ腔内

二細胞 ノ流出セル像 ヲ認 ム。又時二其細胞ハ核

「ピクノー ゼ」テ示 シ壌死 二陥 レル時アリ。粘膜

L皮 細胞 ノ塒殖ハ経氣道免疫動物 ニノミ特異 ナ

ルモノニアラズ、又時二皮下免疫動物若 シクハ

封照動物 ∴於テモ輕度二認 ム。大氣管枝周園組

織内二出現 スル淋巴球集團ハ木實験 二於 テハ各

群共二少ナカリキ。腺腫様攣化ハ第二實験二於

テハ経氣道免疫動物 二於 テ最 モ高度 二獲生 シ、

皮下冤疫動物及 ビ封照動物 二於 テモ多少 ノ登生

ラ見ル。其他経氣道免疫動物 二於 テハ他 ノ2群

ノ試験動物二比 シ「エオジン」嗜好細胞 ノ出現高

度ニシテ、病竈 ノ壌死輕度ナルハ注H二 値 ス。

尚経氣道免疫動物 二於 テハ肺臓血管、毛細血管

獲大 シ充血セルモノ多 シ。

上記第二表以下 ノ表二於 テ肉眼的肺臓所見 ノ病

攣程度 ト顯微鏡的所見 ノ夫 レト相一致 セザルモ

第 四 表

ノァ ルモ、 コハ顯 微 鏡 的 所 見 ハ肺 臓 ノー部 ノ所

見 二偏 スル ニ傾 ク故 ナ リ。

第 二 項BCG菌 テ以 テ免 疫 セル モ ノ

第 三實 験

奉實 験 二使 用 セル動 物 撒 ハ35頭 ニ シテ、経 氣

道 免疫 動 物15頭 、 皮 下 免疫 動 物1(一,頭及 ビ封 照

動 物]0頭 トセ リ。

経 氣道 免 疫 動 物 及 ビ皮 下 免 疫 動 物 ニ ハ各{食 鞭

水]ccm中 一・-10mg量 テ含 有 セ ルBCG菌 俘 游

液 ⇔・1ccm量 テ氣 管 内或 ハ皮 下 二頻 同 注射 セ

リ。 油 射 同撒 ハ4同 ニ シテ、 其 間 隔 ハ2週 間 ト

セ リ。BCG菌 最 終 注 射 日 ヨ リ30日 ラ経 テ封

照動 物 ラ含 ム全 動 物 ノ氣 管 内 二人 型 結 核 菌 毛利

系 ノ、 食賂 水]ccm中10分 ノ]mg或 ハ]{){)

分 ノ1mg量 俘 游 液()・1ccm即 チ結 核 菌]oo分

ノ1mg或 ハ]000分 ノ1mg量 ラ注射 シ、 結

核 菌接 種 後40日 一 シテ屠 殺 解剖 二付 シ、 主 ト

シテ肺 臓 及 ビ肺 門 部 淋 巴腺 ノ病 憂 テ比較 観 察 セ

リ。

BCG菌 及 ビ強 毒 結 核 菌 氣 管 内注 射 二際 シテ ハ

雨側 肺 臓 二凡 ソ卒 等 二荘 入 スル様 努 メ タ リ。皮

下免 疫 動 物 ノBCG菌 接 種 部 位 ハ脚 部 及 ビ腹 部

ラ用 ヒ、 毎 常 異 ナ ル部 位 二於 テ セ リ。 注 射 部 位

ハ4尋日 コ レラ観 察 セ リ.

今其 實験 成績 テ表記 λ レバ第 四及 五 表 ノ如 シ。
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所見小括

以上實験成績 テ総括 スルニBCG菌lmg宛4

同即チ全量4mgテ 氣管内或ハ皮下二注射 シ、

約]ケ 月後 レー メル氏 反 慮 テ検 査 セ ル ー、 共 二

中等 度 陽 性 二現 ハ レタ リ。 皮 下免 疫 動 物 二於 テ

BCG皮 下接 種 部 位 ノ攣 化 テ注射 後 毎 日観 察 シ

タル ー、 第1同 注 射 二當 リテ ハ注 射 後1週 間 ハ

硬 結 テ燭 ル ・モ ノ ア リ、 其 後 潰 瘍 テ形 成 セル モ

ノ ア リタ ル モ、 次 同 注 射 即 チ注 射2週 間後 二於

テ ハ全 ク眼 跡 ラ止 ノズ吸 牧 セ ラル ・ラ認 ム。 之

二反 シ第2同 以 後 ノ注 射 二際 シテ ハ、 注 射 後 約

2-1,時間 一 シテ充 血 腫脹 テ來 シ、時 日 ト共 二浸 潤

檜 悪 シ、 牛 数 二於 テノ・潰瘍 テ形 成 セ リ。 斯 ク潰

瘍 テ形 成 セ ル モ ノ ニ於 テ モ、 亦 潰 瘍 二迄 至 ラザ

リ シモ ノニ於 テ モ、 次 同注 射 時 二於 テノ、殆 ン ド

完 全 二治 癒 セル テ見 タ リ。 而 シテ解 剖 時 二於 テ

ハ其 所 屈 淋 巴腺 腫 脹 明 カ ナ ラズ
。

経 氣 道 免 疫 動 物 二於 テハBCG菌 注 射 後 籔 日間

ハ元 氣 梢'、衰 エ シ如 キ感 ア リタル モ、 膿 重 刀曾

加 ハ他 動 物 ト凡 ソ李 行 シ、 實 験 途 中艶 死 セル モ

ノハ寧 ロ皮 下 免 疫 動 物 二於 テ多 カ リキ
。

封 照 動 物 ハ10頭 テ使 用 セ ル モ、接 種 菌 量 大 ナ

リ シガ 爲結 核 病 攣 高 度 ニ シテ實験 途中 死 亡 セル

モ ノ多 カ リキ。 其 解 剖 的所 見 ハ ス ベ テ全 身結 核

テ示 シ、或 ル モ ノニ於 テハ心 嚢 ハ胸 壁 ト癒 著 シ
、

心 嚢 内 二灰 白色 二掴濁 セ ル滲 出液 テ充 セ リ
。 之

二反 シ免疫 動 物 二於 テハ其 肺臓 ノ結 核 性病 攣 甚

グ輕 度 一 シテ乾酪 攣 性 ラ示 セル結 節 テ認 メ タ ル

コ ト殆 ン ドナ シ。自ロチ高 度 ノ免 疫 登 現 テ見 タ リ
。

経 氣 道 免 疫 動 物 ト皮 下 免 疫動 物 ト ノ肺 臓 病 攣 程
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度テ比較 スルニ、前者二於テハ後者 二於 ケル ヨ

リモ梢 ≧輕度ナリ。

免疫動物 ト封照動物 トノ間二於 ケル肺門部淋巴

腺腫脹程度 ノ差異ハ顯著ナリキ。即 チ免疫動物

二於テハ肺門腺 ハ殆 ンド腫脹 テ示サ・"ルカ、腫

脹 セルモノニ於 テハ小豆大 テ出デズ、割面乾酪

慶性テ示 セルモノナシ。之 一反 シ封照動物二於

テハ高度 二腫脹 シ、割面廣汎二亙 リテ乾酪攣性

二陥 リ、切割二際 シ皮膜 ノミラ残 シテ乾酪物質

ノ脱落 セルモノアリ.

本實験 二於テハ、免疫動物 二於テ高度 ノ脾臓腫

脹 テ示 セルモノテ認メザリキ。

肺臓 ノ顯微鏡的所見ハ各群各様 ニ シテ興味 ア

リ。経氣道免疫動物 二於 テハー般 二氣管枝粘膜

ノ刺戟症歌 アリ、即 チ粘膜上皮細胞檜殖 ス。形

態上氣管枝粘膜上皮細胞 ト甚 ダ類似 セル上皮様

細胞 テ以テ被覆サレタル小管腔群生 シ腺腫状組

織著明二獲生 ス。氣管枝腔内一ハ滲出細胞及 ビ

滲出液テ容ル。氣管枝周邊 二檜殖肥大 セル淋巴

装置アリ。再感染二起因ス ト考ヘ ラルベキ浸潤

竈ハ禰蔓性氣管枝性二櫨延 シ、主 トシテ軍核細

胞 ノ浸潤 ナリ。比較的限局性 ノ結節二於テモ主

トシテ類上皮細胞及 ビ小圓形細胞 ヨリナリ、

多核白血球少 ク シテ壊死二陥 レルモノテ認 メ

ズ。

皮下免疫動物 二於テハ氣管枝 ノ病憂少シ。氣管

枝周園淋巴装置 ノ肥厚著明ナラズ。再感染二起

因ス ト考ヘラルベキ病竈部位 ノ所見ハ前記経氣

道免疫動物 ノ夫 レニ類似 スルモ、多核白血球梢

多キモノ・如 シ。結節 二於 テ ハ時 二其中心部

二核 「ピクノーぜ」ヲ示 セル細胞貼在 スルコトア

ルモ、廣汎ナル乾酪攣性二陥 レル封照動物二比

シ顯著ナ ル相違 ナ リキ。小血管周園 ノ小圓形

細胞浸潤 ハ皮下免疫動物 二於 テハ必嚢 ノ現象

ナリシモ本實験 二於 テ ハ経氣道免疫動物 ノ牛

撒二於 テモ相當著明二存在 セルテ認 メ タ リ。

経氣道免疫動物 二於 テ モ亦皮下晃疫動物二於

テモ「エオジン」嗜好細胞 ノ浸潤著明一シテ肺胞

間壁、肺胞腔内、氣管枝壁及其腔内二多撒存在

一ノ
・O

筒重複 ノ嫌 ビアルモ上記第五表 テ通覧スルニ氣

管枝粘膜ハ経氣道免疫動物二於テハ其上皮細胞

高度 二増殖 セルニ反 シ、封照動物二於 テハ浸潤

細胞 ノタメ高度二破壌セラレタリ。皮下免疫動

物 二於 テハ時二上皮細胞}曾殖セルモノアルモ輕

度 ナリ。比較的大ナル氣管枝周邊部位 二叢生 ス

ル淋巴球集團ハ経氣道免疫動物 二於 テ最モ高度

二出現セ リ。之二反 シ皮下免疫動物及 ビ封照動

物二於テハ甚ダ輕度 二獲生ス。

形態上氣管枝上皮細胞 二甚グヨク類似セル上皮

様細胞 テ以テ被覆 セラル ・小管腔 ノ群生即チ所

謂腺腫様組織ハ経氣道免疫動物二於テ最モ屡 ヒ

獲生セルモ、封照初感染動物 ノ]頭 二於 テ高度

二幾生 セルモ ノアリ。

血管外園淋巴球浸潤ハ前述 ノ如 ク皮下見疫動物

二於テ必褒 ノ現象ニシテ、血管外圃ラ 「マンテ

ル」状二園続 セルニ反 シ経氣道免疫動物二於テ

ハ血管周園 ノー極 二登生 セルモノ多ク且浸潤少

シ。

「エオジン」嗜好細胞ハ其量的關係経氣道発疫動

物 ニテハ皮下免疫動物二於ケルヨリ多撒 ナリ。

肺臓血管或ハ毛細管 ノ櫨大ハ経氣道免疫動物 二

於 テ最モ高度ニシテ、時二肺胞内二出血 セルモ

ノアリ。

結節ハ免疫動物 二於 テハ主 トシテ淋巴球性結節

ニシテ、封照動物二於テハ層輪形成著明ナリキ。

結核菌ハ封照動物 二於 テハ其=壌死部位二於テ常

二多数謹明セシモ、免疫動物殊二経氣道免疫動

物 二於 テハ結核菌 ラ護明 スル コ ト甚 グ困難 ナ

リ。皮下免疫動物二於テハ結節中心部二於 テ核

「ピクノーゼ」テ示セル部位二於 テ稀 二謹明セシ

事 アリ.

第四實験

本實験 二於 テハ経氣道免疫及 ビ血道内免疫 ノ経

氣道感染二封 スル免疫力獲生 ノ比較及 ビ其肺臓

ノ組織學ヲ考究 スルテ目的 トス。

木實験二使用 セル動物撒 ハ40頭 ニシテ、第1

群15頭 テ経氣道免疫動物、第2群15頭 テ血道
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内免 疫 動 物 、 第3群 】O頭 封 照 動物 トセ リ。

経 氣 道 晃 疫 動物 及 ビ血 道 内免 疫動 物 二・・各kB

CGlmg宛 ラ氣 道 内或 ・・lf皿道 内 二注射 シ、27

日後 封 照 動 物 ト共 二全 試験 動 物 ノ氣 管 内 二人 型

結 核 菌 上池 菌 株1000分 ノ1mg宛 テ接 種 シ、40

日目 一屠 殺 解剖 二付 シ タ リ。

省 封 照 ト シテ第1群 及 ビ第2群 ヨ リ各k1・2

頭 宛 、 試 験 感 染 テ行 ハ ズ シテ時 テ異 ニ シテ屠 殺

解 剖 セ リ。

今 其 實 験 成 績 テ表 記 ス レ バ第 六及 ビ 七 表 ノ如

シ。
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所 見 小括

以上 實 瞼 成 績 ラ通 覧 スル ニ、BCG菌1mgテ

氣 管 内 二注 射 シ、 約1ケ 月後 「'ソベ ル ク リ ン」皮

内反 磨 テ検 ス ル ニ成 績 一 定 セ ズ。1::S頭中5頭 二

於 テハ 中等 度 陽 性 ナ ルモ、 残 リS頭 二於 テハ陰

性 若 シクハ弱 陽性 ナ リ.之 二反 シテ血 道 内冤 疫

動 物 二於 テハ]2頭 中4頭 中等 度 陽 性 、5頭 二

於 テ弱 陽 性 ニ シテ、 陰 性 ナル モ ノハ1若 シクハ

2頭 二過 ギ ズ。 即 チBCG菌 ノ同一 量 テ1,1射 ス

ル モ、 氣 管 内 注射 動 物 二於 テ ハ血 道 内注 射 動 物

二於 ケ ル ヨ リモ其 過 敏症 幾 現 率 小 ナ リ。 然 ル ニ

張毒 菌 氣 管 内接 種 二封 ス ル免 疫 力 ハ前 者 二於 テ

後 者 二於 ケ ル ヨ リモ遙 カ ニ強 大 ナ リ。 即 チ本 貿

験 二於 テ肺 臓 病 攣 程 度 テ比 較 ス ル ニ、 経 氣 道 発

疫 動 物 二於 テ最 モ輕 度 ニ シテ、 血道 内免 疫 動物

之 二次 ギ、封 照 動 物 二於 テ最 モ高 度 ナ リキ。

BCGlmg氣 管 内ll三射 後27日 二於 テハ肺 臓 二

結 核 性病 攣 存 在 ス ル モ、{;7日 後 二於 テハ肉 眼 的
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墜化テ認ムルテ得ザリキ。之二反 シBCG菌 ノ

同一量テ血道内二注射 シ、27日 及 ビ67日 後 二

屠殺解剖 二付 シタル各1頭 二於テハ其肺臓 二肉

眼的結核病攣ヲ謹明 セザリキ。

肺門部淋巴腺 ノ態度テ見ルニ、本實験 二於 テハ、

免疫動物 二於 テモ亦封照動物二於テモ同一・ノ程

度二張 ク腫脹 シ、其腫脹特二著 シキモノニ於テ

ノ・前縦隔寳淋巴腺又著明二腫大 シ、雨者 ノ皮膜

互二癒著セルモ ノアリ、或ハ索歌 ノ結締織 テ以

テ互二聯結 セルモ ノァリ。

脾臓ハ経氣道免疫動物 二於テハ其腫大著明ナラ

ザルモ、血道内免疫動物二於テハ著明二腫大 セ

リ。本實験二於テハ肺臓病攣 ノ高度ナルニー致

シテ封照動物 二於 テモ亦脾腫顯著 ニシテ、其程

度血道発疫動物 ノ夫 レト差異ナシ。然 レドモ封

照動物 二於テハ其表面甚ダ粗結 ニシテ、高度 ナ

ルモ ノハ結核結節テ以テ充 サル。之二反 シBC

G菌 免疫動物 二於テハ其表面李滑 ニシテ肉眼的

結節テ認 メズ。

肝臓其他淋巴腺叉封照動物 二於 テ高度 ノ病攣 テ

呈 ス、即チBCG菌1mg氣 管内或ハ血道内免

疫ハ強毒結核菌氣管内接種二封 シ、相當張力ナ

ル免疫テ賦與スル事 ラ詮 セリ。

BCG菌1mgテ 氣管内二注射 スルモ動物ハ元

氣旺盛 ニシテ禮重減少テ來サズ。之一一・JXシBC

G菌1mgテ 血道内二注射 スルニ注射後短時 日

二死亡スルモ ノアリ.死 亡二迄至 ラザルモー時

元氣減少セリ。幸 二死テ免 レタルモ ノニ於テノ・

其後著 シキ磯育障碍 テ認 メズ。封照動物二於 テ

ハー般二殺時盟重ハ初膿重 ヨリ減少セリ.

肺臓 ノ顯微鏡的所見バー般 二前記第三實験 ノ成

績 二類似 ス。自PチBCGlmg氣 管内注射後約

30日及 ビ70日 目二屠殺セルモ ノニ於 テハ氣管

枝粘膜上皮細胞檜殖 シ融髪形成著明ナリ。大氣

管枝周園ニハ肺臓内淋巴装置 ノ檜殖肥厚 セルテ

認 ム。肺胞バー般 二肥厚 シ少撒 ノ類上皮細胞存

在 ス。其他肺臓 ノ所々二2・3肺 胞 ノ大 キニ相當

シ小圓形細胞 ノ浸潤竈アリ。其中心二血管 テ有

スルモ ノ少 シ。尚肺臓 ノ所々一上皮様細胞テ以

テ被覆セラレタル小管腔 ノ群生即 チ所謂腺腫様

組織登生ス。経氣道免疫動物二更 二人型結核生

菌 ノ氣管内再接種 テ行 ヒタルモ ノニ於 テハ、上

記BCG菌 二因ル攣化 ノ外強毒菌 二因ル病竈 ア

リ。比較的限局性 ニシテ時二層輪形成テ示 毛ル

モ ノアルモ、多 クハ不齊形 ノ浸潤竈テ作ル。主 ト

シテ類上皮細胞 ヨリナルモ ノ、或ハ類上皮細胞

浸潤竈 ノ中央部二小量 ノ多核細胞 テ混 ズルモ ノ

等種々ナリ.BCG菌 】mg静 脈内注射後約1

ケ月及 ビ2ケ 月目二屠殺 セルモノテ見ル=、 血

管周園小圓形細胞浸潤比較的輕度 ナリキ。肺胞

ハ類上皮細胞 ノ滲出ニヨリ肥厚 シ、所々小ナル

小圓形細胞浸潤竈 ノ存在 スル等ハ前記経氣道免

疫動物 二於 ケルガ如 シ。血道内免疫動物 二更二

結核 生菌 ヲ氣管内二接種セルモ ノニ於 テハ上記

BCG菌 二因ル所見 ノ外人型菌 ニ ヨル憂化 ア

リ.一一般 二比較的限局性ニシテ層輪形成テ示ス

モノアルモ、多 クハ不完全 ナリ。本群二於 テハ

斯ル病竈ハ互 二相融合 シテ大 ナル病竈 ノ作ルコ

トアリ。其中心ハ壌死 二陥ルモノアリ。斯ル壌

死竈内ニハ常二抗酸性菌 テ謹明セルモ免疫動物

ノ禰蔓性浸潤竈内二於 テノ・結核菌 テ謹明スル事

困難ナリ。BCG菌 ノミテ氣道内若 シクノ・血道

内二注射 シ約2ケ 月ラ経過 セルモ ノニ於 テハ抗

酸性菌テ認 メザリキ。

氣管枝腔内二存在スル細胞 ノ量ハ経氣道発疫動

物 二於 テ最 モ多 シ。経氣道免疫動物 二於 テモ血

道内免疫動物 二於 テモ「エオジン」嗜好細胞 ノ出

現著明ナリ。圭 トシテ氣管枝及 ビ血管周園 ノ結

締織中、病竈部位、肥厚 セル肺胞壁内及 ビ小量

二氣管枝腔内或ハ肺胞内二存在 ス。之二反 シ封

照動物 二於 テハ甚グ少 シ。血管ハ晃疫動物 二於

テハ封照動物 二比 シ高度 二接大 シ充血 ス。

第五實験

本實験 二使用 セル動物激ハ33頭 ニシテ、3群

二分 チ、第1群 ハBCG菌10mg氣 管内注射後

5ケ 月籐 ノ久 シキ時日ノ後人型結核菌テ氣管内

二再接種 シ、第2群 ハBCG菌1mg氣 管内注射

1ケ 月後人型結核菌テ再接種 セリ.第3群 ハ封
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照 動物 ニ シテ前記2群 ト同 時 二人 型 結 核菌 テ氣

管 内 二接 種 セ リ。人 型 結 核 菌 ハ毛 利 菌 株 ヲ用 ヒ、

其 菌 量 ハ100分 ノ]mgト シ、 注 射後40日 ラ経

テ屠 殺 解 剖 セ リ'。

爾封照 トシテ第1群 及第2群 ヨリ各k1頭 宛試

験感染 ラ行ハズ シテ屠殺解剖 セリ.

今其實験成績 テー括表記 スレバ第八及九表 ノ如

シ 。
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上記實験成績 テ通賢 スルニ、第1群 動物 二於 テ

BCG菌10mg氣 管内注射後約6ケ 月ニシテ

「ツベルクリン」皮内反慮 テ検 スルニ総 テ陽性ナ

リキ。然 ルニ第2群 試t.va動物 二於 テBCG菌1

mg氣 管内注射後30日 ニシテ「ツベルクリン」

皮 内反慮 デ検 スルニ、其約牛数ハ陽性ナルモ、残

リ牛数 ハ陰性若 シクハ疑ハ シキ程度 ノ陽性 二過

ギザリキ。而 シテ強毒結核生菌再接種後 ノ肺臓

病攣程度 ハ第1群 二於 テハ第2群 二比 シ稚 ≧高

度 ナリキ。然 レ共免疫動物 ト封照動物 トテ比較

スル時ハ其間著明ナル差異 アリ。即 チー般 二免

疫動物 二於 テハ進行性破壌性結核 ラ認 メザルニ

封照動物 二於テハ著明 ノ全身結核 テ惹起 セリ。

肺門部淋巴腺ハ免疫動物及 ビ封照動物 ノ全試獣
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二於 テ高 度 二腫 脹 シ、 腫 脹 著 明 ナ ルモ ノニ於 テ

ハ前 縦 隔 賓 淋 巴 腺 又著 明 二腫 脹 シ、 雨 者 ノ皮膜

癒 著 セ ル モ ノア リ、或 ハ索 歌 ノ結 締 織 束 テ以 テ

互 二聯 結 セ ルモ ノア リ。

封 照 動物 二於 テハ脾 臓 及 ビ肝 臓 ノ所 兄 高度 ニ シ

テ、 脾 腫 著 明 ナ リ。 免 疫 動物 二於 テ モ亦 脾臓 著

明 二腫 大 響ヘル モ其 表 面Zト滑 ニ シテ結 核 結 節 ラ認

メズ。

上記 肺 門 部 淋 巴 腺 及 ビ前縦 隔 賓 淋 巴 腺 ノ外 肝 門

部 淋 巴 腺 ノ著 シ ク腫 大 セ ウハ注 目 二値 一人。

顯 微 鏡 的所 見 ラー括 スル ニ見 疫 動物 二於 テ ハ、

氣 管枝 粘膜 上 皮 細 胞 檜 殖 シ、 氣 管 枝 周 邊 部淋 巴

装 置圭曾殖 肥 大 シ、 「エ オ ジ ンー嗜 好 細 胞 ノ出現 著

明 ナ ル ハ前 述 第 『 及第 四 實験 二於 テ見 タ ル ガ如

シ。 本 實 験 二於 テ ハ腺 腫様 組織 ノ獲 と13見 ル コ

ト少 ク、 之 二反 シ血 管 周 園 細 胞 浸潤 比較 的著 明

ナ リキ。 免 疫 動物 ノ結 節 ハ圭 トシテ淋 巴球 性 結

節 ニ シテ大 ナ ル結 節 テ認 メザ リキ。 之 二反 シ封

照 動物 二於 テ ハ層輪 形 成 著 明 ニ シテ中 心 乾酪 礎

性 二陥 リ、 多 クハ斯 ル結 節 相融 合 シテ廣 汎 ナ ル

壌 死 竈 テ形 成 セ リ。病 竈 ハ氣 管 枝 ノ周 邊 二多 久

氣 管枝 ハ滲 出 細 胞 ノタ メ破壊 セ ラ レ、 膣 内 二壊

死 物 質 テ充 スモ ノア リ.斯 ル部 位 二結 核 菌 ラ讃

rl月ス。 結 核 菌 ハ前 記 諸 實瞼 二於 テ記 載 セ ル ガ如

ク、 結 節 中 心 ノ壌 死 層 内 二於 テハ 常 二多撒 誰 明

セ リ。 免 疫 動 物 二於 テハ抗 酸 臨 莉 テ謹 明 ス ル事

第 十 表

困 難 ナ リキ。

第 三 項 薔 「ツベ ル ク リ ン」

ラ以 テ発 疫 セ ル モ ノ

第 六 實験

本 實験 二使 用 セル動 物 敷 ハ58頭 ニ シテ、+群

二分 チ、 第1群17頭 ニ ハ菖 「ツベ ル ク リ ン」原

液0.3ccm宛10同 氣 管 内 二注 射 シ、 第2群16

頭 二・・薩 「ツベ ル クリ ン」原 液0・3ccm宛10回

皮 下 注 射 シ、 第3群17頭 ニハ0・5%ノ 「ヵ ル ポ

rル 」 ヲ含 有 セ ル5%「 グ リセ リ ン、 ブ イヨ ン」

(').3ccm宛10同 氣 管 内 二注 射 シ、 最 終 注 射 日

ヨ リ30日 後 第4群 封 照 動 物S頭 ト共 二全試 験

動物 ノ氣 管 内 一人 型 結 核 生菌100分 ノ1mg宛

沼1身寸シ、 そ麦40「:1目 二屠 殺 角皐音Uセ リ。

イぐ貞験 二於 テハ上 記 ノ如 ク多撒 ノ動 物 ヲ使 用 セ

シモ、 實験 期 間 長 期 二亙 リ シラ以 テ 多撒 動 物 ノ

實験 途 中 二発 死 セ リ.

菖 「ツベ ル クリ ン」、 「グ リセ リ ン、 ブ イ ヨ ン」及

ビ人 型 結 核 菌(毛 利 菌 株)氣 管 内注 射 二當 リテ

ハ、 常 二雨側 肺 臓 二江 入 スル様 ニ シ、 皮 下 注射

二際 シテ ハ毎 常 注 射 局所 テ異,一セ リ.

(人型 結 核 菌注 射 期 日及 ビ 注 射 菌 量 子第 五 實 験

及 ビ第 六 實験 二於 テ同 一一 ナル様 虎 置 シ、 第 五 實

験 ノ封 照 動物 ラ第 六實験 ノ夫 レ ニ適 用 セ リ)。

条其 實験 成績 ラ表 記 一7・レ バ 第1吸+一 表 ノ如

シ 。
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所見小括

以 上 ノ實 験 成績 テ通 賢 ス ル ー、 蕎 「ツベ ル ク リ

ン」原 液0.3ccln宛10同 自ロチ全 量3ccmラ 氣 管

内或 ハ皮 下 二注射 スル モ「ツベ ル ク ゾ ン」過敏 症

ヲ緩 顯 セ ズ。 勿論 又5%「 グ リセ リン、 ブ イ ヨ

ン」0.3ccm宛10同 即 チ全 量3ccmテ 氣 管 内 一=

注 射 ス ル モ レー,メル 氏 皮 内反 鷹 陰 性 ナ リ。

前 記 「ツ〈ごル クリ ンJ或 ハ 「ブ イ ヨ ン」注 射 時 ニハ

常 二禮 重 テ測 定 シタ リ シニ、 膿 重 ノ増 加 著 シカ

ラズ、 且 全 身毛 髪 脱 落 シ元 氣 少 ナ カ リキ。 コ レ

或 ハ 「ツベ ル ク リ ン」若 シ クノ、「カル ボ ー ル」ノ中

毒 作 用 二蹄 スベ キ モ ノナ ラ ン カ。 一般 二 「"・〈ご

ル ク リ ン」氣 管 内注 射 動物 二於 テ 中毒症 歌 最 モ

著 明 ニ シテ、 「ツ〈ごル ク リ ン」皮 下 注 射 動物 之 一

次 ギ、 「カル ボー ル」含 有 「グ リセ リ ン、 ブ{ヨ

ン」氣管 内注 射 動 物 二於 テ最 モ輕 度 ナ リ キ。

肝 臓 病 攣 ラ比 較 ス ルニ各群 二於 テ其 得 度 凡 ソ同

様 ナ リ.寧 ロ 「ツベ ル クリ ン」氣 管 内注 射 動 物 二

於 テ最 モ高 度 ナ ル観 ア リキ。 肺 門部 淋 巴腺 ノ腫

脹 程 度 モ亦 各群 二於 テ凡 ソ同 一 ナ リ.即 チ高 度

二腫 脹 シ割 面 又 乾酪 獲i性著 明 ナ リ。 而 シテ全 試

獣 二於 テ 同一 程 度 二臓 器 結 核 及 ビ淋 巴腺 結 核 著

明 ニ シテ、 全 身 結 核 二陥 レ リ。

肺 臓 ノ顯 微 鏡 的 所 見 ハ 各群 二於 テ多 少異 ナ リ、
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免疫(前塵置)動物 二於 テハ結節ハ定型的 ノ層輪

テ形成 セズ」細胞 ノ配列梢 丸不規則ナリ。「ツベ

ルクリン」氣管内注射動物 二於 テハ氣管枝粘膜

ノ刺戟症歌及ビ氣管枝周園結締組織檜殖 ヲ見タ

ルニ反 シ、「ブイヨン」氣管内注射動物 二於 テハ

第三 章

結 核 免 疫=於 テ ハ1膿液 免 疫 以 外 二細胞 免 疫(組

織 冤 疫)ノ 有 力 ナ ル事 ガー般 二認 メラ ル ・所 ナ

リ。

1905年Wassermannu.Citronノ ・組織 ノ局所免疫 及

ピ其實地慮用 二關 スル研究 ヲ獲表 シテ日ク 「感染物 質

ヲ生活 セル組織 二直接接燭 セ シムル時 ノ・其組織 ハ該

局所 二於 テづ種 ノ抵抗 ヲ登 シ 途 二 此虞 二抗盟産生 ヲ

見,レニ至 ル。而 シテ 本來無菌的 ニ シテ 未 ダ何等感染

ヲ受ケ ザル組織 ・・其感染物質 ノ侵襲 ヲ蒙,レヤ 感受性

甚 ダ強 烈ナルモ、 之二反 シ 常時種 々ナル病原 ト接燭

セル組織 ノ、其影響 ヲ蒙ル コ ト少 ク、嘗 テ 感染 ヲ受 ケ

テ治癒 セ,レ場 合・・其感受性 ヲ失 フニ到 レ」ト聡 セ リ。

例之成人 ノ腸粘 膜ノ・大腸桿菌 ノ寄生増殖 二 封 シテノ・

全然無 關心 二 之 ヲ寛容ス,レモ、嘗 テ 該菌 二接鱗 シタ

ル コ トナ キ 他 ノ粘膜細胞例 ヘバ膀胱、 腎孟 ノ如 キ 泌

尿 管粘 膜 二該 菌 ノ迷入 セ ンカ 忽 チ劇 烈ナル炎症 ヲ惹

起 ジ病 原性 タルコ トノ・周知 ノ事實 ナ リ。

以上 ノ如 ク局所免疫 ノ本態 ・・Ehrlichノ 側鎮訊 ヲ以

テス,レモ 充分説 明 シ 得ザ,レモ ノニ シテ、血清 中 ノ抗

盟 存在 二起因セ ザル ・・Besredka等 ノ訊 〃所 ナ リ。

後 述 ス,レが如 ク 氏 ・・感染侵入門戸 二 免疫元 ヲ適用ス

ル コ トヲ提唱 シ、 ヌ流 行性拶脊髄膜炎 ノ血清 ノ・之 ヲ

鵬 脊髄腔 二注入 セザ レバ 無 数 ニ シテ、 同様 二破傷風

ノ血清療法 モ脊髄腔 内二 注 射スル コ トニ ヨ リテ 数果

ヲ基 ゲ、 中櫃紳経 系統 ノ徴毒性疾 患 ヲ 治療 スルニ・・

「サル ブルサ ソ」ヲ脊髄腔 内 二注射 スル等感染 ノ 圭要

部位 二向ツテ 大量 ノ免疫膿 若 シクノ・藥剣 ヲー時 二集

注 スル コ トノ 治療上有利 ナルハ 人 ノ普 ク知 レル所 ナ

リ。 免疫抗盟産 生著 明ナ ラザル 結核 ノ活動性免疫殊

二全 均免疫 ノ・難事 二囲 ス。 故 二 寧 ロ局所殊 二結核性

病竈 ノ好 號部位 叉 ハ 侵 入門戸 ナル 氣道及 ビ肺 ヲシテ

免疫 ナ ラシムル コ トヲ得ノ・實験的 ニモ 實際上 ニモ償

値 アル モノ ト思 考ス。

⊥述 ノ如 ク局所 免疫 ナル概 念ノ・實験 的 ヨ リノ・寧 口経

験 的、論理的 二得 ラ レタルモ ノー ンテ、重症結核患 者

氣管枝粘膜ハ其搬髪溝失 シ、上皮細胞萎縮 シ退

行攣性 テ示 セルモ ノアリ.肺 胞間質毛細管ハ充

血或ハ出血 シ、肺胞腔内二赤血球或 ハ漿液 テ容

ル。結核菌ハ何 レノ試獣群 二於 テモ結節中心部

ノ=壌死竈 二於 テハ常二多撒存在セルテ見タリ。

考 按

二於 テー般免疫力 ノ消失 シタ ル時 モ爾、口腔、咽喉腔

ノ・多数 ノ結核菌 二…接醐 スルニ不拘 傳染 セザル如 シ。

コ レが實験的研究 ヲ行 ヒシ・・R・Kochヲ 以 テ蟷矢 ト

ス。氏 ノ・海猿 ノ皮下 二結核菌 ヲ注射 シ其治癒 シタル

部分 二於 テノ・第2同 ノ感染 二i封シ傳染 シ能 ノ・ザルコ

トヲ號 見 シ、之 ヲ以 テ 結 核 ノ局所免疫 ヲ亨有 スル ノ

結果 ナ,レベ シ ト云 ヘ リ。Balchノ ・馬 ノ結核竈 ヨ リ得

タル結核菌 ヲ 馬 二食 セ ンメタルニ、 消牝 器 ヨ リノ感

染 ヲ防 ギ得 タ;レモ、 静脈 内注射 ニ ヨリテハ 登病 シタ

ル ヲ實験 セ リト云 フ。 今牧氏 ノ・結核菌 煮沸 免疫元 ヲ

以 テ 海猿 ノー側肺臓局所免疫 ヲ研究 シ、 直接 肺臓實

質 内二 結核菌煮沸免疫元 ノ注 射 ヲ受 ケ タ リシ免疫側

肺臓 ノ・、 何等 ノ前塵置 ヲ加 ヘ ラレザ リシ封 照側肺臓

二比 シ 結核菌直接注射 ニ ヨ リ其病攣輕 度ナル カ或 ノ、

全 ク感染 セザルコ トヲ立謹 セ リ。KW.Clanbergノ ・

前 記今牧氏 ノ實験 二見タル 免疫 力登現 ハ果 シテ 特異

性免疫 現象ナ リヤ、 或 ・・輩 二食 盤水 若 シクノ・蛋 白盟

注射 ノ爲 生 ズル 笹血 ニ ヨル 非特異性抵 抗力増 進 ニョ

,レモノナ ラ ソカ ト思考 シ、結核菌煮沸免疫元 ノ外、

抗酸 性菌及 ビ大腸菌 ノ 煮 沸免疫元、 健 康檀 血清及 ビ

BCG菌 ヲ以 テ 免疫 セル 積 ノ免疫 血清蛇 二食堅水 ヲ

以 テ 今牧氏 ノ實験 ヲ追試 シ、 稽 ζ弱度 ノ特異局所免

疫 ノ登 顯 ヲ謹明 シタ,レモ、 今牧氏 ノ如 キ 美 麗 ナル成

績 ヲ得 ルコ ト能 ノ・ズ、 局所 免疫號顯 ノ程度 ハ 甚 ダ薄

弱 ナ リ ト聡 セ リ。Ktisteru・Elkesモ 亦結核菌煮沸免

疫元 ヲ以 テ 同様 ノ實験 ヲ追試 セノレモ 局所免疫 ノ登顯

ヲ否定 セ リ。余 ノ・煮沸 免疫元 二代 フ,レニ薔 「ツベル〃

リソ」ヲ以テ同標 ノ實験 ヲ施行 セ シモ免疫側肺臓 ・・結

核菌 直接注射 ニ ヨリ結核性病墜 ガ 封照側肺臓 二比 シ

甚 シク差異 アル ヲ認 メザ リキ。 光岡氏 ノ・家兎偏側胸

腔内 二結核菌培養液又 ハ 結核死菌 ヲ注入 シ、 後結核

生菌 ヲ雨側胸腔 内二直接、 或 ハ静 脈内 二 注射 セ シニ

免疫 側胸腔 ハ 結核性病 攣 甚ダ輕微 ニ シテ 封 照側胸腔

・・之 二反 シ 劇 甚ナル炎症 ヲ惹起 スル ヲ確 メ
、 且隣接

臓器即 チ肺臓 二於 テモ 免疫 側肺臓 ハ 封照側 肺臓 二比
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シ高 度 二免 疫 性 ヲ亨 有 ス;レ ヲ立謹 セ リ。Stembergノ ・

「ツ ベル ク リ ソ」 ヲ結 膜 二堀1量 的 二荘i射 セ シニ
、 免疫

眼 ノ・250分 ノ1菌 量 二 無 反 慮 ナ リ シモ、 封 照 眼 ノ・

1000分 ノ1菌 量 ニ テ反 磨 セ リ1・Mセ リ。 之 二反 ン

Schnieder・ ・角 膜 ヲBCG菌 ヲ以 テ免疫 シタ ノレニ、免

疫 眼 ・・非 虜 置 眼 二比 シ結 核 感 染 二i封 シ強 〃反 旛 ス、

即 チ免 疫 眼 ・・局 所 「ア の レギ ー」ヲ獲 得 ス ト構 セ リ。

Boroku・Pick・ ・結 核 患 者 ノ皮 膚 二「ツベ ル ク リソ、

ラ ノ リ ソザ ル ベ」ヲ貼 付 セ シニ、 最 初 「ツベ ル ク リン」

反 磨 陽 性 ナ リ シモ漸 次 陰 性 トナ リ 更 二 大 量 ヲ與 フル

時 ハ陽 性 トナ レ リ。 斯 ク シテ 培 量 的 二與 フル時 ・・途

二大 量 二於 テ モ反 鷹 セ ズ、 叉 皮 内 二 「ツ ベ ル ク リ ソ」

ヲ増 量 的 二與 フ ル時 ノ・マ ソ トー 氏 反 慮陰 性 トナ ノレヲ

認 メ タ リ。OmsteinandSteinbachノ ・結 核 生 菌 ヲ以

テ皮 膚 局 所 免 疫 ノ研 究 ヲ試 ミ、 皮 内 免疫 ノ・皮 下 免 疫

二比 シ 皮 内再 感 染 二封 シ 強 力 ナ ル抵 抗 力 ヲ賦 與 シ得

ル モ、 皮 下 再 感 染 二封 シテ ハ 免疫 力 獲 顯 薄 弱 ナ リ ト

聡 セ リ。Calmetteが 乳 幼 見 ノ結 核 豫 防 接…種 二BCG

菌 ノ経 口 的適 用 ヲ行 へ,レハ、 乳 幼 見 ノ 結 核 感染 ハ 牛

乳 其他 ニ ヨ),経 腸 感 染 ヲ來 ス モ ノ ー シテ、 経腸 感 染

二封 ス ル経 腸 免 疫 帥 チ 腸 管局 所 免疫 ヲ 賦 與 セ ソ トス

ル ニ ア リ.

以 上 ノ如 ク結 核 局 所 免 疫 ・・全 均 免疫 二比 シ 比 較 的 強

度 二 現 ノ・ル ト圭 張 ス ル モ ノ多 シ。 然 ラ バ 結 核 菌 ト甚

ダ感 受 性 強 キ肺 臓 二於 テ モ 亦 局所 免 疫 ノ 獲 生 ヲ認 ム

ル ヲ得 ベ キ ヵ。 臨林 上皮 慮 結 核 、 眼結 核 、關節 結 核 、

骨 結 核 等 ・・比較 的治 癒 シ易 キ ニ反 シ 濁 リ 肺 結 核 ノ ミ

然 ラ ズ、1又 實験 的 ニ モ肺臓 感染 二i封シテ ハ 強 力 ナ)L・

免 疫 性 ヲ賦 與 セ シム ンレヲ得 ズ。 上 記今 牧 氏 ノ 實 験 二

封 シテ モ余 ノ外 二.三 氏 ノ反 封 ア リ。 然 レ ドモ該 貴 験

ノ如 ク免疫 元 若 シ クノ・結 核 菌 ヲ 直 接 肺 臓 實 質 中 二注

射 ス ル ガ如 キ ・・實 地上 困難 ニ シテ、 叉 肺 臓 組 織 ノ機

械 的 障 碍 ニ ヨ リ 抵 抗 力減 弱 ヲ來 ス コ トア ル ヲ 考 ヘ ザ

ル ベ カ ラズ 。 肺 結 核 ノ感 染 径 路 二關 シテ ・・異 論 ア リ

テ尚 一 致 セ ザ ル モ、 氣 道感 染 ノ 機 會 ア ルノ・否 ム ベ カ

ラズ。 之圭 要感 染 径 路 ノー ナ ル ベ シ ト思 惟 ス。 即 チ

経 氣 道 感 染 疾 患 二封 シ 経 氣 道 免疫 ヲ企 ツノレ・・宜 ナ ル

ベ ク叉 敢 テ徒 爾 ナ ラ ザ ル ベ シ。

文 献 ヲ按 ズ ル ニ 結 核 ノ氣 道免 疫 ヲ企 テ タ ル モ ノ 爾 多

シ ト云 フ ヲ得 ズ。Besneudノ ・氣 管 内 二鶏 結 核 菌 ヲ注

入 シ結 核 局 所 免疫 ヲ 立詮 セ リ。JacOPノ ・「ツ ベ'レク リ

ソ」ヲ氣 道 ヲ通 ジテ 肺 二注入 シ以 テ結 核 ノ局 所 免 疫 ヲ

謹 セ リ。Besredka・ ・結 核 菌 ヲ以 テ経 氣 道免 疫 ヲ試 ミ

溶 解 性 菌 成 分 ヲ以 テス レバ 免 疫 號 現 ノ 速 度 二於 テ モ

強 度 二於 テ モ、 免 疫 元 注 射 二於 ケ ル ト 異 ナ ル コ トナ

シ ト報 告 セ リ。 飯 塚 氏 ・・海 猿 及 ビ 家 兎 ノ 氣 管 内 一

Besredkaノ 「ア ソチゲ ソ」ヲ注 射 シ免 疫 セ シニ、 生 結

核 菌 二封 ン著 明 ノ免疫 性 ヲ見 タ リ。 三 木 及 ビ 山 田,氏

・・「ツベ'レ ク リ ソ」ヲ再 三 吸 入 セ シム ル コ トー ヨ リテ

輕 度 ノ結 核 感 染 防 禦 力 ヲ獲 得 セ シメ 得 タ リ ト総 セ リ。

以 上 ・・余 が渉 搬 シ得 タ ル女 献 ニ シテ 結 核 経 氣 道 免疫

ノ研 究 業績 尚 ホ 多 シ ト云 フ ヲ得 ズ。 而 シテ 其 報 告 多

クノ・簡 軍 ニ シテ 伺 研 究 ス ベ キ鮎 甚 ダ多 シ。 之 二反 シ

結核 菌 以外 ノ細 菌 或 ・・免 疫 元 ヲ以 テ セ ル 経 氣 道免 疫

ノ研 究 ノ・多 倣 ア リ。Besredkaノ ・「ヂ フ テ リー」加 熱菌'

ヲ甲海 瞑 ニノ・氣 道 内 二、 乙海 狸 ニ ハ 特 二其2倍 菌 昂ニ

ヲ皮 下 内 二何 レモ反 復 注 射 免 疫 シ、 一 定 時 後 、 同時

二同 量 ノ生 菌 ヲ 雨 者 ノ氣 道 内 二注入 シタ ルニ、 皮 下

免 疫 ヲ受 ケ タ,レ 乙海 狽 ・・血 清 ノ凝 集 債高 キ ニモ 不 拘

艶 死 シ、 経 氣 道 免 疫 ヲ受 ケ タ ル 甲海 狸 ・・血 清 ノ凝 集

債 低 キ ニ モ不 拘 生 存 ス ノレヲ見 タ リ。Jonesノ ・Pasteu-

rellaavicidaノ 死 菌 ヲ以 テ豫 メ家 兎 ノ氣 道 内、 或 ・・

腹 腔 内或 ハ 皮 下 二注 射 ス ル時 ・・第 二 次 経 氣 道 感 染 二

封 シテ完 全 二抵 抗 ヲ得 、 最 早 敗 血 症 ヲ起 ス コ トナ シ

ト云 フ。 伊 藤 氏 ・・健 常 家 兎 ノ深 部 氣 道 及 ビ肺 臓 ヨ リ

分 離 シタ ル ー細 小桿 菌 ヲ以 テ家 兎 氣 管 内、 皮 下 ノ 夫

々 ノ場 所 二反 復 免疫 シ、 其 凝 集素1000倍 二達 シタ ル

時 二本菌 浮游 液 ヲ 各 家 兎 氣 管 内 二注 入 セ シニ、 血 筈

内 或 ノ・皮 下免 疫 ヲ行 ヒタ ル家 兎 ・・24時 間 乃 至48時

間 以 内 二 弊 死 ンタ ル モ、 氣 管 内免 疫 ヲ行 ヒ タル モ ノ

ニ於 テノ・生淺 シ得 テ 氣 管 内局 所 免疫 ヲ立 謹 セ リ。 松

田 及 ビ海 野氏 ハ 健 康 家 兎 二痘 毒 ヲ吸 入 セ シメ 、 外 見

異 常 ヲ認 メザ ル 場合 二於 テ 家 兎 ハ 爾 高 度 ノ免 疫 性 ヲ

獲 得 ス,レ コ トヲ識 リ、 其 機 韓 ヲ痘 毒 感 染 ニ ヨル 結 果

ナ リ トシ、 更 二 痘 毒 免 疫 家 兎 二再 吸 入 ヲ施 ス モ家 兎

ノ・不 感 二終 ル コ1・ヲ立説 セ リ。 其 他Besredka,Bul],

BaldwinandGardner,Jones,Pfenniger,D'Aunoy,

坂 内 、鈴 木 氏 等 各種 「リク チ ソ」ヲ直接 肺 胞 ノ表 面 二

接 燭 セ シ ム ル時 ・・共 細 菌 ノ 経 氣 道 的再 感 染 二i封 シ、

人 工 的 二 局 所 免 疫 ヲ獲 得 セ シメ得 ル事 ヲ 立謹 シタ ル

實 験 成績 甚 ダ多 シ。 然 レ ドモ 上 記 ノ如 ク結 核 菌 ヲ以

テセ ル経 氣 道 的局 所 免 疫 實 験 ノ・尚 少 キ が如 シ。 之 余

が本 實験 ヲ施 行 シタ ル所 以 ナ リ。

余 ハ 襲 二清 野 博 士 ト共 二 強 毒 結 核 菌 テ以 テ皮 下
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接 種 感染 免 疫 テ賦 與 シ タル海狽 二於 テ氣 道 感 染

テ行 ヒ、 其 肺 臓 ノ解 剖 學 的 拉 二組織 學 的所 見 テ

封 照 初 感 染 動 物 ノ夫 ト比 較研 究 セ リ。 令 同 ハ強

・毒結 核 菌 ノ煮 沸 加 熱 死 菌 、 コ。ホ 氏 奮 「ツ・ぐル ク

リ ンJ及 ビ無 毒(弱 毒)牛 型 結 核 菌BCGテ 以 テ

免 疫 鬼置 テ行 ピ タ リ.加 熱 死 菌 、 「・ソベ ル クリ

ン」 及 ビBCGノ 免 疫 元 性 二就 キ テハ 多 数諸 家

ノ實瞼 報 告 ア リテ枚 塞 二逞 ア ラズ。 其免 疫 元 性

ハBCG最 大 ニ シテ、 加熱 死 菌 之 二次 ギ、「'ソベ

ル クリ'ン」 ノ発 疫 元 性 ハ甚 グ微弱 ナ リ ト稔 セ ラ

ル(今 村博士、結核 「ワクチ ソ」ノ豫 防的数力批到 、結

核第6巻 第8號815頁 参照)。

(1)局 所 免 疫1賦 與 二關 ス ル實 験 成 績

結 核 加熱 死 菌 テ豫 メ氣 道 内或 ハ皮 下 二注 射 シ、

次 デ結 核 生菌 ノ氣 道 内接 種 テ行 ヒタル第 一 實 験

及 ビ第 二 實 験 二於 テ、 経 氣 道 見 疫 ラ受 ケ タル海

狽 二於 テ ハ其 肺 臓 ノ結 核 性 病 攣 封 照 動 物 二比 シ

利B輕 度 ナ ル ニ反 シ,皮 下免 疫 テ受 ケ タル海 狸

二於 テ ハ其肺 臓 所 兄、 封 照動 物 ノ夫 二比 シ大 差

ナ ヵ リキ。 即 チ結 核 死 菌100分 ノ3乃 至1000

分 ノ3mg皮 下 注射 ニ ヨ リテ ハ、 結 核 生菌 ノ経

氣道 感染 二封 シテ認 ムベ キ抵 抗 力増 進 ナ シ。 之

二反 シ同 量 ノ結 核 死 菌 ラ分 割 的 二反 復 氣 管 内 一

注 入 スル時 ハ結 核 生菌 ノ経 氣 道 的感 染 二封 シー

定 度 ノ防禦 力 テ獲 得 セ シ メ得 ル コ ト ヲ立 謹 セ

リ。 而 シテ経 氣 道 冤疫 動 物 二於 ケル肺 臓 所 見 ハ

結 核 生菌 ニ ヨル病 憂 ノ他 、 結 核 死 菌 ノtl射 ニ ヨ

リ生 ゼル病 攣 ノ加 バ レル モ ノー シテ從 ツ テ結 核

生 菌 ノ ミニ ヨ リ惹 起 セル病 攣 ハ外 見 上 ノモ ノヨ

リ遙 カニ輕 度 ナ ル モ ノナ ル ベ シ。 」二記 ノ死 菌 量

注射 ニ ヨ リテン・「ツ…・ル クリ ン」過 敏 症 テ賦 與 セ

シム ル テ得 ザ リキ。 第 一實 験 二於 テ肺 門部 淋 巴

腺 ハ右 側 ハ左 側 二比 シ鞘 賜 星ク腫大 セ ル・・、 結

核 菌接 種 二際 シ、 主 トシテ右側 二注 入 シ得 ル様

努 メタ ル ガ爲 ニ シテ、第 二實 験 二於 テノ、死 菌 注

ノ＼二際 シテ ハ主 トシテ右 側 二入 ル様 ニ シ、 生 菌

接 種 二際 シテ ハ雨 側肺 臓 二不 等 二注 入 シ得 ル様

努 メタ リ。 コ レ右 側 肺臓 二局所 免疫 ラ獲 得 セ シ

メ ン トセル モ ノナ ル モ、 其 肺臓 病 憂 ハ左 右 肺臓

二於 テ認 ムベキ差異 ナカリキ。

肺臓或 ハ腎臓 ノ如 ク同一器官ガ墜封的 二罷内三

存在スルモノニアリテハ、一方 ノ器官ガ免疫的

刺戟 テ受ケタル場合 ニハ墜封器官 ニモ亦同一性

質 ノ刺戟 二封 シ強度二晃疫性 ラ亨受 セルガ如キ

現象 ヲ呈 スルモノニアラズヤ。加藤氏ハ動物 一

於 テ葡萄状菌「ワクチン」ラー方 ノ腎臓 二腎動脈

ヨリ油入スル時ハ結果 二於 テ注入テ受ケタル側

ノ腎臓ハ葡萄 り菌生菌 ノニ次的襲來二封 シ張度

ノ抵抗性 ラ示 シ、他側腎 ノ抵抗カバ之 二比 シ弱

シ。然 レドモ今免疫元テ直接腎動脈 二注入セル

場合 ト同一量 ノ冤疫元 ラ耳静脈 ヨリ注入セル場

合 ト比較 スルー、前者 ノ非塵置側腎臓 二舐テハ

後者 ノ腎臓 二比 シ張度 ノ抵抗力 ノ磯生 六ル興味

アル事實 テ報 告セリ。肺臓 ノ些封性 ラ利用 シタ

ル結核局所冤疫 ノ研究 二・・上記今牧、Clauberg

及 ビ余 ノ報告 ア・しモ、是等ハ ヘベテ免疫側肺臓

ト」;庭置側肺臓 トテ比較セルモ ノ;シ テ特二非

庭置側肺臓 ト其他 ノ免疫法ニヨル免疫力登生ヲ

比較 シタルモ ノラ見ズ。結核 ノ如 ク冤疫性登顯

ノ不+分 ナルモ ノニ於テ、而 モ感受性張キ肺臓

テ用 ヒテ斯 ル微妙ナル關係 テ知 ランハ先ヅ以テ

不可能ナリト云フベ シ。

如斯免疫元性薄弱 ナル加熱死菌テ以 テスルモ経

氣道的感染 二封 シ経氣道的発疫 ノ有数ナルテ立

讃 シタル余ハ、更 二加熱死菌二比 シ見疫元性強

キBCG菌 テ以テ同一 ノ實験 子施行セ リ。即チ

第三實験 二示 セル如 クBCGテ1mg宛4回 即

チ全量4mgラ 氣管内或ハ皮下二注射 シ、一定

時後、張毒結核菌テ経氣道的二再感染 シ、其肺

臓所見テ封照動 勿ノ夫 ト比較研究セ リ。本實瞼

二於 テ封照初感染動物 ノ肺臓ハ高度 ノ病憂 テ示

シ所謂乾酪性肺炎 ノ像ラ示 ス。其他脾臓、肝臓

及 ビ也所 ノ淋巴腺ニモ蔓延セルニ反 シ、経氣道

的免疫動物及 ビ皮下免疫動物 二於テへ 肺臓所

見著 シク輕度一シテ其免疫登顯 ノ張度ナルコト

驚 ク♪足 レリト云 フベシ。初感染動物 二於 テハ

肺門部淋巴腺高度二腫脹 シ、乾酪墜 性ラ示 シ、

其被膜 ハ腫脹 七ル前縦隔賓淋巴腺 ノ夫 ト癒著セ
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ル モ ノア リ。 之 二反 シBCG免 疫 動 物 二於 テ ハ

肺 門 部淋 巴腺 梢 ミ輕 度 二腫 脹 セ ル ノ ミ。 経 氣 道

免 疫 動 物 ト皮 下 免 疫 動 物 ト ノ病攣 程 度 テ比較 ス

ル ニ、 肺 臓 及 ビ肺 門腺 共 二前 者 ハ後 者 二比 シ輕

度 ナ リキ。 印 チ本 實験 二於 テ モ亦 経 氣 道感 染 二

封 シ テハ経 氣 道免 疫 ノ皮 下発 疫 法 二勝 レル コ ト

テ實験 讃 明 セ リ。BCG菌1mg宛4同 即 全 量

4mgテ 氣 管 内或 ハ皮 下 二荘射 後 約1ケ 月後 二

於 テ「ツベ ル ク リン」過 敏 症 ラ検 セ シニ大 多 敷 ハ

陽性 二現 ハ レタ リ。 肺 臓 病 攣 ハ兎 疫 動 物 二於 テ

ハ輕 度 ニ シテ大 ナル結 節 テ認 メ ズ。

次 デ余 ハ第 四實 験 二於 テ経 氣 道 免 疫 ト血 道 内兎

疫 ト ノ優 劣 ラ検 査 セ リ。自ロチ豫 メBCG菌1mg

テ氣 管 内或 ハ 静 脈 内 二注 射 シ、 後結 核 生菌 ノ氣

管 内 再感 染 テ行 ヒ其 病 攣 テ比 較 セ リ、仁實 験 二於

テモBCG免 疫 海 狽 ハ封 照 初感 海猿 二比 シテ其

病 攣 甚 ダ輕 度 ナ リキ。 て・實 験 二於 テハ菌 量比 較

的 大 量 ナ リ シラ以 テ、 封 照 海狽 ノ肺 臓 ハ高 度 ノ

大葉 性 乾酪 性 肺 炎 二陥 リ、 封 照動 物 ハ勿 論BC

G虚 置動 物 二於 テモ其 肝 臓 、 脾 臓 其 他 ノ淋 巴腺

二全 身結 核 テ示 セ リ。 本 實 験 二於 テ ハ経 氣 道 免

疫動 物 ハ血 道 冤 疫 動 物 二比 シ其 肺 臓 ノ病 攣 著 明

二輕 度 ナ リ シモ、 肺 門 部 淋 巴 腺 ハ著 明 二腫 大 シ

封 照 動 物 ノ夫 ト人差 ナ ヵ リキ。 コ レ菌 量大 ナ リ

シ爲 ナル ベ シ。BCG菌1mg氣 管 内注射 後 約

1ケ 月 ニ シテ 「ツベ ル ク リ ン」過 敏 症 ラ検 セ シ

ニ、其 大 部分 二於 テハ 陽性 テ示 セ シモ、 一 部 陰

性 二終 レル モ ノア リテ其 成 績 不 定 ナ リキ。 然 レ

ドモ結 核 生菌 ノ感 染 二封 シ張 力 ナル抵 抗 力 テ認

メタ リ。BCG菌 静脈 内注 射 ノ海狼 二於 テハ 「・ソ

ベ ル ク リン」 過 敏 症 ノ畿 顯 傘及 ビ陽 性度 経 氣 道

免 疫 動 物 二比 シ強 度 ナ リキ。 然 ル ニ其 結 核 病 攣

ハ却 ツテ経 氣 道 免 疫 動物 ノ夫 二 比 シ彊 度 ナ リ

キ。 如 斯 「ツベ ル ク リン」過 敏症 ト局所 免 疫 ト相

軍 行 セザ ル ハ注 目 テ要 一へ.

(2)肺 ノ局 所 免疫a就 テ

経 氣 道 的 局所 免疫 法 ニ ヨ リテ登 生 スル特 異 抵 抗

力 テ余 ハニ 分 シテ考 フ。 即 チー ハ氣 道 内 二注射

セ ラ レタル免 疫 元 ノIfff道内 二吸牧 セ ラ レテ登 顯

人ル全 身 免 疫 ノ部 分現 象 ニ シテ、 第 ニ ハ氣 道粘

膜 若 シク・・肺 臓 組 織 局 所 二 獲生 スル、Besredka

ノ所 謂 抗 膿 産 生 二無 關 係 ナ ル組織 免 疫 ニ シ テ、

同一 量 ノ見 疫 元 ラ使 用 スル モ、経 氣 道感 染 二封

シテハ経 氣 道 見 疫 ノ特 二勝 レタ ルハ、 要 六ル ニ

此 組 織 発 疫 ノ畿 生 二因 ル モ ノナ ラ ン カ。 然 レ共

如 斯 局所 組 織 見 疫 ハ 果 シ テ 特 異 性 ノモ ノナ リ

ヤ、 或 ハ非特 異 性 ノモ ノナ リヤハ余 ノ實 験 方 法

ラ以 テ シテハ決 定 スル ラ得 ズ。 只其 免 疫 力 大 ナ

ル ノ故 テ以 テ特 異 性 ノモ ノナ ラ ン ヵ ト推 論 スル

ニ過 ギ ズ。

以 上 ノ如 ク経 氣 道 免 疫 ハ経 氣 道 感 染 二封 スル発

疫 力礎 生 高 度 ナ ル外 、 爾 諸種 ノ特 長 ア リ。 余 ガ

他 ノ目的 テ以 テ大 量 ノ結核 菌(BCG菌)テ 氣 管

内或 ノ・静 脈 内 二注 射 セ シ實験 二於 テ、 静 脈 内荘

射 動 物 二於 テ ハ菌 濃 度大 ニ シテ菌 栓 塞 ラ惹 起 セ

ル爲 力、 注射 後 短 時 日 内 二死 亡 セ ル モ ノ多 カ リ

シニ反 シ、経 氣 道的 注射 動 物 二於 テハ此 事 ナ カ

リキ。Besredkaノ ・氣 道 内注 射 ハ吸 牧 ノ迅 速 ナ

ル コ ト、 過 敏症 ノ危 瞼 訣 如 スル コ ト、 加 フル ニ

注 入操 作 ノ簡 軍 ナ ル事 ハ以 テ人 膿 二於 ケ ル血 清

療 法 二慮 用 セ ラル ベ キ モ ノナ リ ト述 ベ タ リ。 其

他Pfennigerハ 「パ ラチ フス」菌3〈7・「コ レ ラ」

菌 テ経 氣 道 内 二注 入 入 レバ、 腹腔 内注射 ヨ リモ

ー層 強 大 ナルB .永緬 性 ノ免 疫 ラ生 ズ ル モ ノナ リ

ト報 告 シ、D,Aunoy又 此 説 二賛 セ リ。 坂 内 氏

ハ 「チ フ ス」菌 、 「コ レラ」菌 及 ビ赤 痢 菌 テ以 テ経

氣 道 免疫 ト血 道 内免 疫 トテ比 較 研 究 シ、 経 氣 道

的感 染 致 死 量 ハ 血道 内 ヨ リ ヘル感 染 致 死 量 二比

シ約20倍 乃 至:ro倍 ノ菌 量 テ要 ス ト云 ヘ リ.

健 康 ナ ル肺 臓 ガ驚 クベ キ吸 牧 力 ラ有 スル事實 ハ

既 二十 九世 紀 ノ中葉ClandeBernard_ヨ リ

テ指 摘 セ ラ レタル所 ニ シテ以 後 氣 道 及 ビ肺胞 ノ

液 盟 吸 牧 二關 スル諸 家 ノ業績 少 カ ラズ。Peiper

ノ・家 兎及 ビ犬 ノ氣 管 内 二蒸 貧留水 テ注 入 シ能 ク其

大 量 二耐 フル ーa知リColin・ ・馬 ノ氣 管 内 二水 テ

注 入 シテ約3時 間 二其18立 テ何 等 ノ障 碍 ナクシテ

吸 牧 セ シメ得 タ リ ト云 フ。Sehrwald・ ・犬 二於

テ2時 間 内 二1%黄lnL聰 液775ccm注 入後 初 メ
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テ呼 吸 困 難 ノ來 リ シテ認 〃 リ。Wasbutzky

ハ 「カ リ ウ ム」、沃 度 、「フエ ロ チ ア ン」加 里、「ア ト

ロ ピ ン」、 「ス トリ ヒー ン」、 「クロ ラー ル」、 「ヒ

ドラー ト」等 テ氣 管 内及 ビ皮 下 二慮 用 シ テ其 毒

力 褒 顯 ノ遅 速 強弱 テ比 較 シタ 川 二前 者 ノ場 合 二

於 テ優 レタ ル テ見 タ リ。Heubner,Sehrwald

卒 川 氏等 ハ 色素 モ亦 氣 道 ヨ リ速 カ ニ吸 牧 セ ラル

ル ト云 フ。Fraenkelハ 氣 道 ヨ リ 「ツベ ル ク リ

ン」 ノ吸 牧 顯 著 ナ リ ト云 フ。 斯 ク ノ如 ク氣 道 及

ビ肺 ノ液 膿 吸 牧 能 力 ノ偉 大 ナル コ ト及 ビ速 カ ナ

ル事 實 ヨ リ、 晃 疫 元 氣 道 内注 射 ニ ヨル肺臓 局 所

免 疫 ハ甚 ダ興 味 アル 問題 ナル モ實 際 問 題 トシテ

果 シテ施 行 シ得 ベ キ カバ問 題 ナ リ。 然 レ共,來

大 動 物 ノ免 疫 二際 シテ肺 内注 射 ガ實行 サ レタ リ

ト云 フ。 帥 チ大 量 ノ液 ラ皮 下 、 筋 肉 内 二注射 ス

ル時 ハ吸 牧 遅 ク局所 二滞 留 ス ル惧 アル モ血 管 内

注射 又 危 瞼 テ感 ゼ ラル ・際 注射 針 テ直接 胸 腔 内

二播 入 シ肺 臓 實質 内 へ撒 立 ノ毒 素液 テ注 射 スル

コ トア リ。 近 時 藥剤 テ直接 氣 管 内 二注 入 ス ル モ

ノア リ。HoraceGreenハ 結 核 患者 ノ氣 管 内_

6%ノ 硝 酸 銀 液 テ注 入 シ、 佐 藤 氏(東 京 醤 事 新

誌2612號)ハ 肺 壌 疽 患 者 二於 テ「リ ピオ ドー ル」

氣 管 内注 射 テ行 ヒ、Waymann(Amerc.Rev.

ofTbc.Vol.18.1928)・ ・肺 結 核 患 者 ノ氣 管 内

二5%「 ク ロー ル、 カル チュウ ム」液 テ注 人 シ、

何 レモ好 結 果 テ得 タ リ ト云 ヘ リ。 或 ハ又 既 二肺

炎 ノ治 療 二血清 ノ氣 管 内注 射 テ行 ヘ ル モ ノア リ

ト云 フ。 其 他 近 年 「レ ン トグ ン」學 ノ號 達 ト共 二

氣 管 枝 造 影 剤 ト シテ「リ ピオ ドー ル」其 他 ノ藥 剤

ラ氣 管 枝 腔 内 二注 入 スル等藥 液 氣 管 内注 入 ハ最

早 研 究 室 裡 ノモ ノニ ア ラズ、 肺臓 局所 免疫 法 又

机 上 ノ室 論 ニ ハ非 ザ ル ナ リ。

上 記 各實 験 二於 ケ ル局所 免 疫 、 詳 言 ス レバ前 述

第 ニ ノ肺 臓 組 織 二獲 生 シタ ル組 織 免 疫 ハ該 局 所

二生 ジタ ル抗 膿 二因 ル ヤ、 或 ハ輩 二細 胞 ノ攣調

二因 ル不 感 慮 或 ハ不 透 過 性 ナ リヤ、 余 ノ實 験 方

法 テ以 テ シテハ制 定 スル テ得 ズ。 又 之 二就 キ テ

言 及 セル モ ノラ見 ズ。 之 二反 シ腸 管 感 染 疾 患 一

封 ス ル経 口的 免 疫 ノノト艘 二關 シテハ諸 家 ノ論 読

ア リ。Wassermannu.Citronハ 免疫 物 、.賦與

局 所 二於 ケル抗 膿 物 質 ノ新 生機 能 ノ充進 二蹄 セ

ル モ、Besredkaハ 血 中 ノ抗 盟 存 在 ガ必 ズ シモ

発疫 操 作 ノ全 部 一 ア ラズ、 抗 禮 ノ作 用 ト共 二組

織 細 胞 ノ特 異 的 ナル 生物 學 的 愛 化 、 不 感 受 性 ガ

局所 免疫 ノ本 態 ト シテ重 要 ナ ル要 素 ナ リ ト シ、

之 ガ論 稼 トシデ諸 種 ノ實 験 テ呈 示 セ リ。 即 チ皮

膚感 染 疾 患 ナ ル脾 脱疽 桿 菌 二封 シ、 皮 膚 免 疫 ハ

強 大 ナ ル免疫 性 ヲ獲 得 スル モ、 此 免 疫 性 ハ全 然

血 行 中 ノ抗 艘 二無 關係 ナ リ ト云 ヒ、 或 ハ 「チ フ

ス」菌 、 「パ ラ チ フ ス」菌 ノ経 口1}1免疫 ノ該 菌 ノ

経 口感 染 二封 シ強大 ナ ル免 疫 性 テ賦 與 セ シ メ得

ル モ、 而 モ血 中 ノ凝 集 素其 他 ノ防 禦 物 質 ノ登 生

著 明 ナ ラザ ル ラ實 験 シ其 免 疫 ノ本 態 ハ免疫 操 作

ニ ヨ リ腸 管 ハ不 透 過 性 ニ ナ リタ ル爲 ナ リ ト述 ベ

タ リ。 如斯 細 菌 テ以 テ免 疫 セ ラ レタ ル腸 管組 織

細 胞 ガ該 菌 二封 シテー 種 ノ愛 調 ラ生 ジ漸 次 不 透

過 性 テ亨 有 スル ニ至 ル ト云 フBesredkaノ 設 二

質 スル モ ノ亦 多 シ(正 木 、熊 谷 、南 、 水 原 氏等)。

其 他 同 様 ノ現 象 二封 シ「慣 レ」ナル栂 呼 テ與 フル

三 田氏 一 派 ア リ。 即 チ氏 等 ハ氣 道 、 腸 管 、 膣等

ノ粘 膜 二異 種 蛋 白質 ラ滴 入 シ タル ニ、 是 等 粘膜

ハ最 初 ハ其 透 過 テ許 容 シタ ル モ、 反 復 滴 入 スル

時 ハ其 透 過 性漸 次 減 弱 シ、 反 復 度 ラ強 ヴ シテ終

二該 蛋 白質 二封 ス ル不 透 過 性 テ獲 得 スル コ トテ

認 メ、 本 現 象 テ粘 膜 ノ「慣 レ」ノ現 象 ト樗iセ リ。

氏 ノ門 下生 河 田 氏 ハ家 兎 二於 テ氣 道 粘 膜 ノ 「慣

レ」 ノ現 象 ラ研 究 シ、 其 本 態 二關 シテハ
、 或 ハ

免 疫 組 織 細 胞 ノ親 和 力 、 抑 留 破 壌 作 用 ノ檜 大 倍

強 、 或 ハ異 種 蛋 白質 二封 スル細 胞 内消 化 酵 素 、

或 ハ原 形 質 ノ固 著 囁 受族 二因 ル ヤ、 將 又 、 抵 抗

力 ノ壇 進 ニ ヨル不 感 受 性 ナ ル ヤ、 或 ハ軍 二細 胞

ノ攣 調 ニ ヨル習 惧 的 不透 過 性 ナ ル ヤ
、 直 チニ論

断 シ得 ザ ル モ、 氣道 粘 膜 二於 ケ ル夫 等 ノ因 子 混

成(Factorenkomplex)作 用 ナ リ トノ折 衷 設 テ出

セ リ。 以 上 ノ如 ク局 所 発 疫 ノ本 態 二關 シテへ

血 中 ノ抗 禮 存在 二蹄 スルWassermann-一 派 、

細胞 ノ生物 學 的 攣 調 二蹄 スルBesredka一 派 ノ

外 、 局 所 抗 膿 産 生能 力 ノ充 進 テ 主張 スルKolle
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u.且etsch,Cole,矢 部 氏等 ア ル モ、 木 」實験 二直

接 關係 セザ ル テ以 テ此 腱 一ハ之 テ述 べ ザ ル ベ

シ。 余 ハ結 核 死 菌 或 ハBCG菌 テ反 復 氣 管 内 二

注 射 シ、 生 ズ ル局 所 冤 疫 ノ本 態 二就 キ テハ後 報

二方全テ言已述 ス〈ごシ。

次 二局 所 冤 疫 ト全 身 免疫 トノ關 係 二就 キー言 ス

ル ニ、 局 所 組 織 二適 用 セ ラ レタ ル冤疫 元 ノー 部

ハ血 中 二吸 牧 セ ラ レ又 一 般全 身 免疫 テ獲 生 スル

ハ上 述 諸 家 ノ實 験 二 徴 シ明 ナ ル モ、Borok等
の

ノ・「ッ 〈ごル ク リ ン」 テ以 テ セ ル皮 膚 免 疫 ノ・嚴 格

二皮膚 局所 免疫 ナ リ ト樗 セ リ。 余 ノBCG菌 テ

以 テ セ ル第 三、 第 四、 第 五 實 験 二於 テ ハ封 照 動

物 ノ脾臓 、肝 臓 其 他 淋 巴腺 ハ著 明 二侵 サル ・二

反 シテ、BCG菌 発 疫 動 物 二於 テハ著 シ ク輕 度

ナ リキ。 即 チ経 氣 道 的 局所 免 疫 法 二依 リテ又 全

身発 疫 ラ獲 得 シ得 ル ヲ立 謹 スル モ ノナ リ。 而 シ

テ経 氣 道 免疫 ニ ヨ リテ生 ズル免 疫 性 ハ輩 ナ ル全

身 免疫 ノ部 分 現 象 ニ ア ラザ ル ハ、 経 氣 道 感染 二

封 スル皮 下或 ハ血 道 性 発 疫 二比 シテ高 度 ナ ル コ

トヨ リ シテ明 カ ナ リ。

(3)「 ア ンチ ゲ ン」ノ比 較

Calmette氏 ハBCG菌 ・・無 毒 ニ シテ、 定 型 的

結核 結 節 テ作 ラ ズ、 類 上皮 細 胞 ノ結 節 ラ形 成 ス

ル モー 定期 日後 完 全 二吸 牧 セ ラ レ眼 跡 ナ ク治癒

スル モ尚且 強度 ノ発 疫 力 ラ後 遺 ス ト稔 セ リ。 余

ノ・海猿 ノ氣 管 内 二BCG10mgテ 注 射 シ、後1

ケ月 毎 二1.2頭 宛 屠 殺 解剖 シ、 其 肺 臓 所 見 テ

検査 セ シニ、 肺 臓 病 攣 ノ漸 次 輕 減 スル テ認 メ、

更 二免 疫 力 ノ消退 テ知 ラ ン ト シ第 五 實 験 ヲ施 行

セ リ。 即 チ第 一・群 試 獣 二於 テハBCG10mgラ

氣道 内 二注 射 シ約 ろケ月 後 強 毒 結 核 菌 ラ再接 種

シ、第 二 群 試獣 二於 テ ハBCG菌1mgテ 氣 道

内 二注射 シ1ケ 月後 強 毒 結 核 菌 ノ同 一 量 テ再接

種 シ、 其 肺 臓 病 攣 ノ程 度 ラ比 較 研 究 セ リ。 雨者

共 二封 照初 感 染 動 物 二比 シ其 病攣 著 シ ク輕 度 ナ

ルハ第 三 及 ピ第 四實 験 二於 テ見 タ ル ガ如 シ。 第

一群 試獣 ト第 二 群 試 駄 テ比 較 スル ニ、第 一群 試

獣 二於 ケ ル肺 臓 病 攣 ハ第 二 群 試 獣 二比 シ梢 く高

度 ナ リ シモー 般 二著 シキ差 異 テ認 メザ リキ。 然

レ ドモ第 二 群 試 獣 ハ其 免疫 元 量第 一 群 試 獣 二比

シ10分 ノ]量 二過 ギ ザ リ シモ而 モ術発 疫 力磯

顯 稽 ≧高 度 ナ リ シラ以 テ見 レバ、BCG菌 二縁

ル冤 疫 力 ハ病 攣 ノ輕 減 ト共 二 日 ヲ経 ル ニ從 ヒ減

弱 スル モ ノナ ラ ンヵ 卜想像 セ ラル。 伊 藤 氏(結

核第8巻 第2號)ハBCG接1種 後6ケ 月 テ経 タ

ル海 瞑 二就 テ實 験 シ既=1ケ 月 二讃 明 セ ラ レタ

ル冤 疫 力 ハ6ケ 月 テ経 ル モ爾 持綾 保 有 セ ラル ・

コ トヲ確 メタ リ。 爾免 疫 ノ持 綾 期 間 二 就 テ ハ

Calmetteハ1ケ 年 牛 ト スル モ此 貼 ハ今 後 尚 研

究 テ要 スベ シ。 「ツベ ル ク リン」皮 内反 癒 へB

CG菌10mg注 射 後 約4ケ 月 目 二行 ヒタ ル モ ノ

ニ於 テ ハ、BCG菌1.mg注 射 後1ケ 月 目=検

査 セル モ ノヨ リモ陽 性度 大 ナ リキ。

以 上 ノ如 ク結 核 死菌 或 ハBCG菌 テ以 テ セル経

氣 道 冤 疫 實験 二於 テハ強 度 ノ氣 道 局 所 免 疫 瑳 顯

テ立 謹 シ得 タ ル モ、 コ 。ホ氏 菖 「ツベ ル ク リ ン」

テ以 テセ ル同様 ノ實験 二於 テ・・晃 疫 綾 顯 テ認 ム

ル テ得 ザ リキ。 「ツベ ル ク リ ン」過 敏 症 亦 陰 性 二

終 レ リ。 余 ハ襲 二奮 「ツベ ル ク リン」テ以 テll争猿

ノー 側 肺 臓 局所 見疫 ラ施 行 シタ ル際 二於 テモ 同

ジ ク抵 抗 力登 顯 ラ謹 明 スル テ得 ザ リキ。 コ レ茜

「ッベ ル ク リン」ハ免 疫 元 性 微 弱 ニ シテ
、 結 核 菌

ト強 力 ナ ル親 和力 ヲ有 ス ル肺 臓 ノ感 染 二封 シテ

ノ・免 疫 元 性不 十分 ナ ル ニ ヨル モ ノナ ラ ン カ。 前

述 ノ如 クJacOP、 三 木 及 ビII」田氏 ハ 「ツベ ル ク リ

ン」 テ経 氣 道 的 二注 入 シ、 以 テ結 核 ノ局 所 免疫

テ謹 明 シ、 今 牧 氏 ハ其 製 法 、 薔 「ツ ベ ル ク リ ン」

ト甚 ダ類 似 セ ル結 核 菌 煮沸 免 疫 元 テ以 テ肺 臓 ノ

局所 免疫 テ立 謹 シ得 タ リ ト構 セ ル モClauberg,

KUsterundElkesハ 今 牧 氏 ノ實 験 ヲ追 試 シ、

其 免疫 登 顯 ハ甚 ダ微 弱 ナ ル ヵ或 ハ全 ク認 メズ ト

樗 セ リ。

感 受 性 アル動 物 ノ皮 下 ニー 定 量 ノ結 核 菌 ラ注 射

スル時 ハ、数 日後 、 該 注 射 局 所 二硬 結、 浸潤 ラ

磯 シ、次 デ終 世 二亙 ル潰 瘍 ノ形 成 セ ラル ・♪反

シ、 冤疫 動 物 二於 テハ、 注 射 局 所 ハ既 二早 期 二

於 テ硬結 、 浸 潤 、 次 イデ潰 瘍 二陥 リ、 潰瘍 内容

排 泄 ト共 二撒 日後 二於 テハ完全 二 治癒 ス ル ハ
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Koch/Fundamental-Experimentト シテ人

ノ普 ク知 ル所 ナ リ。 前 記 余 ガ用 ヒタ ル死 菌 量 一

ヨ リテ ハ、硬 結 ラ作 ル モ潰 瘍 テ形 成 セ ル テ見 ズ。

之 二反 シBCG菌 ノ1-一一10mgテ 皮 下 二注 射 ス

ル時 ハ撒 日後 硬 結 、浸 潤 、 次 イデ潰 瘍 テ形 成 シ

タル モ、更 二数 日後 二於 テハ完 全 二治 癒 シ タ リ.

BCG菌 再 接 種 二於 テ ハ反 慮梢 ≧促 進 シ、 凡 ソ

10日 後 二・・完 全 二治 癒 セ リ。BCG菌 氣 管 内注

射 ニ ヨ リ氣 管 枝 粘 膜 及 ビ肺 胞 ノ示 ス早 期 反 鷹 性

疑 化 二就 キ テ ハ後 報 二譲 ル。

(4)病 理 解 割 的 所 見 ノ纏 括

(1)前 虎 置 動 物 ノ肺 臓 所 見

彊 毒 結 核 菌氣 管 内注 射 ニ ヨル肺 臓 ノ初 感染 像 二

就 テハ嚢 二精 細 報 告 セル テ以 テ此虚 ニ ハ之 テ記

載 セ ザル ベ シ。

結 核死 菌 氣 管 内注 射 ノ ミニ ヨル肺臓 憂 化 テ見 ル

ニ急 性病 攣 輕 度 ニ シ テ硬 攣 性 無 氣 肺 テ以 テ肺 炎

治 癒 ノ像 ラ形 成 セル モ ノ多 ク、 時 二結 節 テ形 成

セ ル モ ノアル モ、 定 型 的 結 核 結 節 トハ其 趣稽 ≧

異 ナ リテ大 ナル モ ノニ テモ乾 酪 攣 性 テ示 サズ。

抗 酸 性菌 テ讃 明 シ タル コ トナ シ。 氣 管枝 粘 膜 ノ

膿'形 成 著 明 ニシテ、氣 管 枝 上皮 細胞 或 ハ肺 胞 上

皮 細胞 ノ異 所 的 、 異 型 的 壇 殖 即 チ所 謂腺 腫 檬 組

織 ノ登 生 セル モ ノア リ。 其 他 粘 膜 下結 締 織 ノ著

明 ナ ル壇 殖 ア リテ、其 部 二淋 巴装 置増 殖 肥 厚 ス.

BCG菌 ニ ヨル肺 臓 病 攣 二就 キー 言 ス ル ニ、 甚

ダ濃 厚 ナルBCG俘 游 液(0・3ccmノ 食盤 水 中 二

10ccmラ 含 有 ス)テ 氣 管 内 二注 射 スル ニ比較 的

大 ナル結 節 ヲ形 成 ス。 其 細 胞 成分 ハ殆 ン ドスベ

テ類 上皮 細 胞 ニ シテ、 結 節 ハ健 常組 織 内 二孤 立

性 二存 在 スル モ、 強 毒 結 核菌 接種 ノ場 合 ノ組 織

像 ト異 ナ リテ比 較 的 病 竈 ノ反慮 帯 テ見 ズ、 即 チ

類 上皮 細 胞 ノ集 團 二淋 巴球 或 ハ 白血 球 ハ殆 ン ド

参 加 セズ。 叉 高 度 ナ ル充 血等 テ見 ズ。 伊 藤 氏 ハ

類 上 皮 細 胞 ニ ヨル肺臓 間質 ノ肥 厚 ハ比 較 的 輕度

ナ リ ト云 ヘ ル モ、 余 ノ大 量 氣 管 内接 種 試 験 二於

テ ハ毎 常 比 較 的 高度 一 認 ム ル 所 見 ナ リ キ。

Coulandハ 類 上皮 細 胞 ヨ リナ ル結 節 及 ビ淋 巴球

ヨ リナ,レ結 節 テ暉別 セ リ。 余 ノ實 験 二於 テ モ亦

淋巴球性結節 ノ襲生著明ナリキ。其他淋巴球ハ

血管外園浸潤 テ作 ルコト多 シ。然 レ共 コハ他 ノ

結核菌或ハ「ツ・心ルクリン」注射時二於 テモ見ラ

ル ・所見ナリ。BCG菌 接種長期間後屠殺観察

セルモノニ於 テ・・病憂漸次輕度 トナレルテ追及

シ得 タリ、即 チBCG菌 ハ他 ノ結核菌 ト同様肺

臓 二攣化 テ惹起 シ易ケレドモ其病機進展程度ハ

極 メテ良性 ニシテ常 二乾酪憂性 二陥 ラズシテ漸

次治癒 スルモノニシテ、BCG菌1mgテ 氣管

内、皮下或 ハ血道内二注射 スルモ、約1ケ 月後

二於 テハ病攣極 メテ輕度ニ シテ、抗酸性菌 テ謹

明 スルコト少 シ。

(2)再 感染動物 ノ肺臓所見

結核死菌頻同氣管内注射後結核生菌 ノ氣管内再

接種セルモノニ於 テハ上記結核死菌ニヨル攣化

ノ外結核生菌二因ル病攣 アリ。其病攣 ハ禰蔓性

ノ浸潤竈テ形成 スルコト比較的少 ク、寧ロ初感

染像 二似 タル結節 テ形成 スルモノ多 シ。然 レ共

其層輪 ヲ形成 セルモノニ於 テモ初感染像 ノ如ク

ノ・定型的ナラズ、且初感染像 トハ異 ナリテ 「エ

オジン」嗜好細胞 ノ出現 アリ。之二反 シ結核死

菌 テ以テ皮下注射免疫 ラ施 シ更 二結核生菌 ノ氣

道内再感染 ヂ行 ヒタルモ ノニ於 テハ其肺臓病攣

ハ初感染像 二殆 ンド同ジ。

BCG菌 ラ以テ免疫 シ、更二強毒結核菌氣管内

注射 テ施 セルモノニ於 テハ、肺臓病攣甚ダ輕度

ニシテBCG菌 ニヨル攣化ナリヤ或ハ強毒菌ニ

ヨル病攣 ナリヤ判断 シ難 キモ ノアリ。其強毒菌

ニヨル憂化ハ比較的禰蔓性 ナルモ ノアリ、或ハ

比較的限局性 ノ結節 テ作ルモ ノアリ。斯 ル限局

性結節テ作 レルモ ノニ於 テモ其細胞成分・・類上

皮細胞多 ク淋巴球及 ビ多核白血球二乏 シ。封照

初感染像 二於 テハ高度 ノ壌死竈 テ形成 セルニ反

シ、BCG菌 免疫動物二於 テハ乾酪攣性 テ示 セ

ルモノ少ナカリキ。「エオジン」嗜好細胞 ノ出現

ハ晃疫動物二於 テ最モ著明ニシテ、弱振大二於

テ既二美麗ナル像 テ認ムルモ ノアリ。

乳2L杢氏薔「ツベルクリン」氣管内注射動物 二於

テモ粘膜 ノ刺戟症歌及ビ氣管枝周邊部淋巴装置
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ノ檜 殖 肥厚 ラ認 ム ルモ、 結 核 菌接 種 ニ ヨル肺臓

所 見 バー般 二封 照初 感 染 像 ト大 差 ナ シ。 同様 二

「カル ボー ル」含 有 「グ リセ リ ン、 ブ イヨ ン」氣 管

内 注射 動 物 或 ハ 「ツベ ル ク リ ン」皮 下 注 射 動 物 二

於 テモ、 結 核 菌 氣 管 内注 射 ニ ヨル肺 臓 病攣 ハ封

照動 物 ノ夫 ト大 差 ナ シ。 唯 前 庭 置 動 物 二於 テハ

血 管 ノ充 血及 ビ「エ オ ジン」嗜 好 細 胞 ノ輕 度 ノ出

現 ラ見 タ リ。

結 核 菌 ハ何 レノ試 獣 群 二於 テ モ乾酪 攣 性部 位 二

於 テハ比 較 的 容 易 二登 見 シ得 ル モ、 其 他 ノ部 位

二於 テノ・其 存 在 極 メテ稀 ニ シテ螢 見 二苦 シム。

(3)組 織 「ア レル ギー」二就 テ

免 疫 動 物 二於 テ、 共 通 ナ ル所 見 ハ「エ オ ジ ン」嗜

好 細 胞 ノ著 明 ナ ル出現 一 シテ、 大 氣 管 枝 粘 膜 下

結 締 織 中 、 大 血 管 壁或 ・・病竈 内部 二極 メ テ多 撒

ノ「エ オ ジ ン」嗜 好 細胞 浸 潤 ア リテ、 弱 旗 大 二於

テ λ ラ極 メテ顯 著 二認 メ ラル。 斯 ル 「エ オ ジ ン」

嗜 好 細 胞 ハ更 二氣 管枝 腔 内或 ハ 肺胞 内 一 脱 落

シ、 其 著 明 ナ ル モ ノニ於 テハ 「エ オ ジ ン」嗜 好 細

胞 性 肺 炎 トモ構 スベ キ像 ラ示 セル モ ノ ア リ。「エ

オ ジ ン」 嗜 好 細 胞 ノ出現 原 因 二就 テハ不 明 ナ ル

モ 「ア ナ フ、ラキ シー」性 現 象 ナ リ ト構 ヘ ラル。

経 氣 道 免疫 動物 二於 テノ・他 ノ免 疫 法 ニ ヨ レル モ

プニ比 シ「エ オ ジ ン」細 胞 出現 特 二著 明 ナ リ シバ

興 味 ア リ。

尚免疫 動 物 二於 テ特 有 ナ ルハ血 管 、 毛 細 血 管 ノ

著 明 ナ ル籏 大 膨 血 ニ シテ、出血 竈 ア ル コ トア リ、

又fア レル ギー 」現 象 ナ リ ト見 ル ラ得 ベ シ。

(4)血 管 周 園 細胞 浸 潤

皮 下或 ハ 静脈 内発 疫 動 物 二於 テ多 ク見 ル ハ血 管

周 園 炎症 ニ シテ、 小 血 管 テ包 ミテ 「マ ンテル」欺

二淋 巴球 ノ浸 潤 セル モ ノア リ。 其 顯 著 ナ ル モ1

二於 テハ 肉眼 的 二特 異 斑 貼 ノ存 在 テ 認 ム ル テ

得 。然 レ共 コハ必 ズ シモ常 二皮 下或 ハ血 道 内免

疫 動物 ニ ノ ミ認 ムル モ ノー ア ラズ、経 氣 道発 疫

動物 二於 テハ濃 厚 菌 液 テ注 射 シタ ル モ ノ(BCG

10mgテ 注 射 セル モ ノ〉 二多 ク見 タ ル ハ注射 液

ノー部 喀 出嚥 下 サ レ腸 管 ヨ リ吸 牧 サ レ血 道 二入

リ而 シテ後肺 臓 二來 リタ ルモ ノナ ラ ンヵ。 然 レ

ドモ血 管外 園 浸潤(PerivasculareInfiltration)

ノ ミラ以 テ其 感染 経 路 ガ淋 巴管 性 或 ハ血管 性 ナ

リ ト結 論 ス ル ラ得 ズ。

(5)経 氣 道 見疫 二因 ル氣 管 枝 ノ憂 化

経 氣 道 免疫 動 物 二於 テ著 明 ナ ルハ、 氣 管枝 粘 膜

ノ刺戟 症状 ニ シテ、 粘 膜 上皮 細 胞 ハ顯 著 二増 殖

肥 厚 シ、 粘 膜 ノ鍛 髪 形 成 著 明 ナ ル ト、 大氣 管 枝

粘膜 下結 締 織 中 二淋 巴球 ノ集 團 存 在 セ ル コ トニ

シテ、 コ ハ肺 臓 内淋 巴装 置 ノ檜 殖 肥 厚 セ ル モ ノ

ニ シテ、 淋 巴球 ノ浸 潤 ニノ・ア ラザ ル 〈ごシ。 其 集

團 全禮 トシテ・・圓 形 或 ハ構 圓 形 ニ シテ周 園 境 界

明 ヵ ナ リ。其 中 心部 二少撒 ノ淋 巴母 細 胞 存 在 入。

之 二反 シテ大 氣 管 枝 ノ周 園 ラ取 巻 キ テ 「マ ン テ

ル」 駄 二淋 巴球或 ハ 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ存 在

'ヘル コ トア リ
。 斯 ル 淋 巴球 ハ 浸 潤 細 胞 ナ ル ベ

シ 。

(6)肺 臓 ノ腺 腫 様 病 攣 二就 テ

實 験 動 物 乃 至 人膿 ノ肺臓 二獲 生 ス ル氣 管 枝 上 皮

細 胞 或 ハ肺 胞 上 皮 細胞 ノ異 所 的、 異 型 的 増 殖 即

チ腺 腫 様 病 攣 二關 シテ ハ肺臓 原 登 癌 ト關 聯 シテ

古 來 多 数 ノ研 究 ア リ。 小 辰 氏 ハ余 ノ本 實 験 ト相

前 後 シテ諸 種抗 酸 性 菌氣 管 内注 入 一 ヨル肺 臓 ノ

病 攣 二就 キ研 究 シ、特 二腺 腫様 増 殖 二就 キ精 細

ナ ル記 載 テ ナ シ、 又 多 数 ノ文 獣 テ蒐 集 セ リ。 小

辰 氏 ハ諸 種 抗 酸 性 菌 ラ1同 或 ハ頻 同氣 管 内 二注

入 シタル ニ、唯1同 ノ菌 液 注 入 テ経 タル モ ノ70

頭 中氣 管 枝 周 園 二輕 度 ノ腺 腫 様 所 見 テ見 タル モ

ノ4例(5.9%)二 封 シテ反 復 注 入.實験 子行 ヒタ

ル モ ノ110頭 中此 腺 腫 様 所 見 テ呈 シ タル モ ノ凡

テ57例(51.8%)ニ シテ前 者 ヨ リハ遙 ヵ 二多 ク、

是 テ以 テ此種 所 見 ハ健 康 動 物 二 出現 スル モ ノ ト

見 ル ヨ リモ、正 シ ク慢 性 刺 戟 ニ ヨ リ又 ハ後胎 的

硬 憂 ラ基 ト シテ登 生 シ來 レル モ ノ ト見 ルベ ク、

Page1等 ガ以 テ健 康 動 物 ト見倣 セ ル モ ノモ恐 ラ

ク以 前 二或 肺 炎性 若 シ クハ硬 攣 性 病 墜 ラ経 テ本

所 見 ヲ現 ノ・セ ル モ ノナ ラ ン ト云 ヘ リ。 余 ノ例 二

於 テ モ第 十 二 表 二表 示 スル ガ如 ク結 核 死 菌 或 ハ

BCGテ 頻 同而 モ氣 管 内'1'=i韮射 セ ル モ ノニ於 テ

最 モ多撒 襲 生 シ タル ヲ見 タ リ.
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海 狽 二於 テ結 核 菌 テ氣 管 内或 ハ血管 内 二接 種 シ

タル時 前 者 ノ場 合 二肺 臓 内 二腺腫 様像 ノ多 カ リ

シコ トハ既 二襲 二報 告 セ リ.腺 腫 様組 織 ノ登 生

頻 度 ハ小 辰 氏 ノ實 験 成 績 ト甚 グ ヨ クー 致 シ、 顯

著 ナル所 見 テ呈 シタル モ ノハ112頭 中5頭(4.4

%)ナ ル モ、 軍 二輕 度 ナ ル管 腔 檜加 ラ呈 セ ルモ

ノノ・正 一38例(33.8%)ナ リ。 小 辰 氏 ハ反復 注

入實 験 動 物110頭 中4例 、 之 二人 型結 核生 菌1

同 注 入.;.ヨ ル慢 性 肺 結 核 竈 ノ観 察10頭 中1例

テ加 へ、 結 局試 獣120頭 中5例(4・2%)二 於 テ

顯 著 ナ ル腺腫 様 組 織 ラ認 メ タ リ ト云 ヘ リ.

(7)脾 臓 ノ所 見

結 核 菌 若 シ クハ 「ツベ ル ク リ ン」ラ以 テ免 疫 セ ル

モ ノニ於 テ ハ其 脾 臓 所 見 ハ封 照動 物 ノ夫 ト殆 ン

ド同様 ニ シテ、 其 病 攣 程 度 ハ肺 臓 病 攣 ノ程 度 二

比例 シ、 高 度 ナ ル モ ノニ於 τハ著 明 二腫 大 シ、

表面 粗 糧 ニ シテ結 節9充 満 ス。 之 二反 シBCG:

菌 見疫 動 物 二於 テ ハ腫 大 スル モ表 面 一 般 二李滑

ニ シテ、 其 色暗 紫 色、 一 般 ノ傳 染 脾 テ見 ル如 キ

観 ア リ。'

(8)諸 種 淋 巴 腺 ノ所 見

多 数 ノ淋 巴腺 中特 二肺 門部 淋 巴腺 、縦 隔 寳淋 巴

腺 、 肝 門部 淋 巴腺 及 ビ免 疫 元 皮 下 注 射 局 所 ノ部

属 淋 巴腺 ノ ミニ就 キ簡 軍 ニー 言 スル ニ、 肺 門腺

ノ態 度 又 各 實 験 ニ ヨ リテ異 ナ リ。 冤疫 元 性 薄弱

ナ ル結 核 死 菌 拉 二 「ツベ ル ク リン」テ用 ヒタル實

験 二於 テ ハ晃 疫 動 物 二於 テ モ封 照動 物 ト同 一程

度 二腫 大 セ リ。BCG菌 テ以 テ冤 疫 シタ ル第 三

實 験 二於 テ・・、 免 疫 動 物 ノ肺 門腺 腫脹 封 照動 物

ノ ソ レニ比 シ遙 カニ輕 度 ナ リキ。 之 二反 シ同様

一BCG菌 ラ使 用 シタル第 四及 ビ第 五 實 瞼 二於

テ・・比 較 的 高 度 二腫 脹 セ リ。 術BCG菌 ノ大 量

テ氣 管 内 二注射 シ、 日 ラ追 ヒテ屠 殺 解 剖 シタル

モ ノニ於 テ肺 門腺 ノ態 度 チ観 察 ス ル ニ、 一 定度

腫 脹 シタ ル肺 門腺 ハ時 日 ノ経 過 ト共 二漸 次 再 ビ

縮 小 シ、5ケ 月 後 二於 テ ・・其 腫 脹 ラ認 メザ リキ。

同様 二BCG菌 テ皮 下 二注 射 シタル モ、1.2ヶ

月後 二於 テハ其 所 屡淋 巴腺 二 肉 眼的 病 攣 テ認 メ

ザ リキ。 縦 隔 賓淋 巴腺 ハ全 ク肺 門部 淋 巴腺 ト蓮

命 ラ共 二'ヘル モ ノー シテ、 肺 門腺 高 度 二腫 脹 ス

ル時 ハ縦 隔 賓腺 又 著 明 二腫 脹 シ、 高 度 ナ ル モ ノ

ニ於 テ ハ雨 者 ノ皮 膚 癒 著 セ ル モ ノ ア リ、 或 ハ結

締織 束 ラ以 テ互 二聯 結 ス ル モ ノア リ。 肝 門部 淋

巴 腺 ノ態 度 ハ注 目 二値 ス。帥 チ腸 問 膜 腺 、後 腹 膜

腺 等 腹 部 淋 巴腺 ノ腫脹 セザ ル モ ノニ於 テ モ厘 く

且高 度 二腫 大 スル コ トア リ。 コ レ結 核 菌氣 管 内

注 射 二當 リテ菌 液 ノー部 喀 出嚥 下 サ レ、腸 粘 膜

ヨ リ吸 牧 セ ラル ・ニ ヨル モ ノー シテ
、 コハ 「リ

ピ オ ドー ル」氣 管 内注射 二際 シ「レン トゲ ン」透

覗 ニ ヨ リ テ追 及 シ得 ラル(小 辰 、 海 軍 々醤會 雑

誌 第18巻)。 海 狸 二於 ケ ル腸 粘 膜 ノ部 属 淋 巴腺

ハ肝 門 腺 ナル コ ト佐竹 氏等 ノ實 験 二徴 シ明 カナ

リ。



第3號 】 束田=結 核 二於 ケル氣道 ノ免疫性 二關スノレ實験 的研究175

第 四 章 結 論

1・ 結 核 死 菌1萬 分 ノ5mg或 ハ1000分 ノ5或 ・・皮 下 注射 ノ何 レテ問 ハズ結 核 菌 氣 道 感 染 二

mg宛6同 氣 管 内 注射 後 結 核 菌 氣 管 内再 注 射7.封 シ著 明 ナ ル免疫 登 顯 ラ認 メ ズ。 「グ リセ リン、

ル ニ、 其 肺臓 病 攣 程 度 ハ封 照 初 感 染 動 物 ノソ レ ブ イヨ ン」 テ氣 管 内 二與 フル モ抵 抗 力 ノ上曾進 テ

ー比 シ梢 ミ輕 度 ナ リ。 認 メズ。

2・ 結 核 死 菌1萬 分 ノ5mg或 ハ1000分 ノ ・39.病 理 解 剖 的所 見 トシテ ハ

mg宛6同 皮 下 注射 後 更 二結 核 生 菌 氣 管 内接 種(イ)結 核 死 菌 、BCG菌 或 ハ蕗 「ツベ ル ク リ ン」

スル ニ、 其 肺 臓 病 憂 程 度 ハ封 照初 感 染 動 物 ノソ 氣 管 内 注射 動 物 二於 テハ氣 管枝 粘 膜 上皮 細胞 ノ

レニ比 シ大 差 ナ シ。 即 チ肺 臓 病 攣 程 度 ノ・氣 管 内 檜 殖 肥 厚 ア リ テ、 粘膜 徽 髪 形 成著 明 ナ リ。 爾 氣

免疫 動物 二於 テハ皮 下免 疫 動 物 ら 比 シ 輕 度 ナ 管 枝 外 邊 部 淋 巴装 置 ノ上曾殖肥 厚 ア リ。

リ。(ロ)BCG菌 皮 下 或 ハ静脈 内接 種 動物 二於 テ ハ

3・ 弱 毒結 核 菌BCG菌 テ氣 管 内、 皮 下或 ハ静 血 管 外 園 淋 巴 細 胞 浸 潤 著 明 ナ リ.

脈 内 二注射 シ、後 強 毒結 核菌 氣 管 内接 種 テ行 フ(ハ)発 疫 動 物 二於 テ ハ 「エ オ ジン」嗜好 細 胞 ノ出

二、其 肺臓 病 攣 ハ封 照初 感染 動 物 ノ ソ レニ比 シ 現 著 明 ニ シテs氣 管 枝 壁 、 血 管 壁i二多 久 肺 胞

顯=著二輕 度 ナ リ、 壁 、 肺 胞 腔 、 氣 管 枝 腔 内 ニ モ存 在 ス。就 中経 氣

4・ 而 シテ経 氣道 免 疫 動 物 ト皮 下或 ハ静 脈 内見 道 冤疫 動 物 二於 テ顯 著 ナ リ。

疫 動物 トテ比 較 入ル ニ前 者 ハ後 者 二比 シ其 肺 臓(二)腺 腫 様 増 殖 ハ大 約 刺戟 ノ強弱 、 纏i績 二比 例

病 憂程 度 輕度 ナ リ.シ テ輕 重 ア リ。 結 核 死 菌 頻 回氣 管 内注射 後 人 型

r>・BCGノ 氣 管 内 注射 ニ ヨ リテ 「ツベ ル ク1ノ 結 核 菌 テ氣 道 的 二與 ヘ タル モ ノニ於 テ其 頻 度 最

ン」過 敏症 ラ賦 與 スル テ得。 皮 下若 シクハ静 脈 大 ナ リ。 其 綾 坐 母地 ハ 主 トシテ氣 管 枝 ナ レ ドモ

内注射 二於 テ モ亦 「ツベ ル ク リ ン」過敏 症 ラ賦 與 稀 ニ ハ肺 實 質 ナ リ ト思 ハ シム ル モ ノ ア リ。

7.ル テ得 。(ホ)強 毒 結 核 菌 氣 管 内接 種 ニ ヨル肺臓 病 攣 ハB

6・ 以 上 ノ事 寳 ヨ リ結 核 菌経 氣 道 感 染 二封 シテCG菌 見 疫 動 物=於 テ ハ病 竈 限界 稽 く不 規 則 ニ

ハ経 氣 道 的免 疫 ノ皮 下或 ハ静 脈 内免 疫 二勝 レル シテ、 禰 蔓 性 二籏 散 スル傾 向 アル モ、其 他 ノモ

ラ知 ル。 換 言 ス レバ発 疫 元 ノ経 氣 道 的 賦 與 ニ ヨ ノニ於 テハ封 照 初 感 染 像 二類 似 ス。

リテ肺 藏局 所 免 疫 ノ成 立 テ立 詮 シタ リ。(へ)BCG菌1mg或 ハ10mg氣 管 内或 ハ皮 下

7.各 種 結 核 冤 疫 元 ノ数 果 テ比 較 スル ニ、BC若 シ クハ静 脈 内注 射 ニ ヨ リテ肺臓 二淋 巴球 性 結

G菌 テ以 テ感 染 免 疫 ラ施 セ ル モ ノニ於 テ再 感 染 節或 ハ類 上皮 細 胞 性 結 節 テ生 ズ ル モ乾酪 攣 性 ニ

ニ封 スル抵 抗 力 最 モ強 ク、 結 核 加 熱 死 菌 之 二次 陥 ル テ見 ズ 。

ギ、 薔 「ツ・ぐル ク リ ン」二於 テハ免 疫 元 性 甚 グ微 本 研 究 二封 シ御 指 導 御 校 閲 テ仰 ギ タ ル今村 教 授

弱 ナ リ。 及清 野 博 陣士 二 甚大 ナル感 謝 ノ意 テ表 ス。

8・ 「ツベ ル ク リ ン」テ発 疫 元 トー7・ル時 ハ氣 管 内 昭 和6年5月1日 脱 稿

圭 要 文 獄

1)淸 野博,束 田一夫,結 核菌氣管内注射二依ル

肺臓初感染及ビ 再感染 ノ病變 二就 テ.結核.第 六卷.

昭和三年.2)飯 塚直彦,結 核菌 二對ス ル肺臓

ノ局所免疫 二就 テ.京都 府 立醫科大學雑 誌.第 一卷.

昭和二年.3)伊 藤應 隆,健 康家兎 ノ深 部氣 道

及 ビ肺 ヨリ分離 シタノレ細小桿菌 ニヨル経氣道的免

疫及 ビ感染 ノ實驗 的研究.福岡醫 科大學雑誌 第十

八卷.大 正十四年.4)齋 藤英雄,健 常家 兎氣 道

二於 ケル細菌 二就 テ.日本 微生物學 會雑 誌.第十五

卷.大 正十 年.5)今 牧嘉雄,結 核菌肉汁培養煮

沸 免疫元 二依 ル海〓 一側肺臓 ノ局所免疫 實驗.結

核.第 四卷.大 正十五 年.6)コッホ 氏 蕉「ツベル
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ク リン」 ヲ以 テセル海〓 一側肺臓 ノ局所免疫實驗.

大阪醫學 會雑誌.第 三十卷.昭 和六年.7)三 木

利一,山 田克巳,結 核 ノ感染径路及局所 免疫 二關

スル動物實驗 的研究.結 核.第 三卷.大 正十四年.

8)松 田孟吉,海 野圭〓,痘 毒 ノ經氣道免疫.千 葉

醫學會雑誌 第六卷.昭 和三年.9)河 田譲,氣

道粘 膜 ノ蛋 白質透 過性變 調 二就 テ.東 京醫學會雑

誌.第 四十二卷.昭 和三 年.10)町 田三郎,異 種

赤血球 ヲ以 テセル胃腸,皮 膚,關 節腔竝 ビニ氣 管及

ビ該免疫凝集素 ト凝集阻止性物 質消 長 二 就 テ.

北海道醫學 會雑誌.第八 年.昭 和五年.11)高 野

六朗,免 疫 ト氣 道.醫 海時報.大 正十 一年.一 四三

六號.12)伊 藤種次郎,BCG接 種 二 幻 レ海〓

ノ病 理解剖.結 核.第 七卷.昭 和 四年.13)小 辰

克平,諸 種 抗酸性 菌氣 管内注入 ニコノレ肺臓 ノ病變

(特二腺腫様培殖 二就 テ).日 新醫 學 第二十 年.第

三號.第 四號.昭 和五年.14)小 辰克平,牛 流産

菌 ニ ヨル結核免疫 二就 テ.大 阪醫 事新誌.第 一卷.

昭和五年.15)光 岡善雄,胸 腔局所免疫 二關 ス

ル實驗 的研究.愛 知醫學 會雑 誌.第 三十二卷.大 正

十 四年.第 三十 三卷.大 正十五年.第 三十 四卷.昭

和 二年.16)志 賀潔,腸 ノ局所免疫.細 菌學雑

誌.第 一三入號.明 治四十年.17)肥 田音市,豊

田秀造,清 化管 ヨリスル原働性免疫 二就 テ,細 菌

學雑誌.第 一三入號 明治四十年.18)佐 藤正,

腸 管局所 免疫.東 京醫事新誌.二 二三 〇.二 二三一.

19)熊 谷謙三朗,經 口免疫 ノ價値 ト共應用.醫 事

公論.第 入六三號.昭 和四年.20)熊 谷謙三部,

經口免疫 二關スル最近 ノ思潮 ト實驗.附.臨牀 的觀

察.日 本 傳染病 學會雑 誌.第 四卷.昭 和五 年.21)

南廣憲,腸 窒扶期 死菌 内服 二因ル全身 免疫 ノ發生

竝二腸管局所免疫 ノ獲生 二關 スル實驗 的研究.日

本 内科學會雑誌.第 十 二卷.大 正十三年.大 阪學醫

會雑誌.第 二十卷.22)目 黒庸三郎,經 口免疫

二就 テ.關 西醫 事.第 二號.昭 和四年.23)藤 並

俊治,「 チフス」菌 ノ經 口免疫 二就 テ.日 本微生物

學會雑誌.第 二十三卷.昭 和 四年.24)星 直利,

腸管 ノ經 口的局所免疫 二就 テ.満州醫 學 會雑誌.第

七卷.昭 和二年.25)青 木醇一,異 種蛋 白二對

ス ル消化 管 ノ透 過性 二就 テノ實驗 的研究.中 外醫

事新誌.大 正十五 年.一 〇九九.26)田 中健吉,

腸管局所免疫 二關ス ル知 見補遺.日 本内科學會雑

誌.第 十 四卷.大 正十五年.27)水 原廣,經 口免

疫 二關スル實驗 的研究.大 阪醫學會雑誌.第 二十五

卷.大正十五 年.28)元 村彰,經 口消化 管免疫
二關スル實驗 的研究.大 阪醫學會雑誌.第 二十七卷 .

昭和三年.29)大 久保 久夫,經 口免疫 二就 テ(赤

痢菌 二就 テ)慶應醫 學.第 四卷.大 正十三 年.30)

吉田久兵衛,局 所免疫研究補遺.慶應醫 學.第 七

卷.昭 和 二年.31)加 藤 芳治,臓 器 ノ免疫機 能

二關スル實驗 的研究,愛 知醫 學會雑誌.第 三十三卷

大正十五年.32)村 山重 徹,腦 室腔 内注入 自働

免疫 法 ト腦室局所 免疫 二就 テ.衛 生學傳染病學雑

誌.第 二十巻.大 正十三年.33)松 尾巖,局 所免

疫.醫 海時報.大 正十 四年.一 六一四.34)竹 村

直治,家 兎子宮粘 膜 ノ局所免疫竝 二免疫元吸收 作

用 二就 テ.日 本微生物學雑誌.第 二十 巻.35)坂

田五朗,細 菌竝 二菌毒直接注射 ニ ヨル局所反應 ノ

組織學 的研究.日 本微生物學倉 雑 誌.第 二 十 巻.

36)中 川 三朗,痘 病 原體 煮沸免疫 元 ノ點占眼 二依ル

角膜 ノ局所性 自働 免疫.附.免 疫 ノ理 論.免 疫研究

業 報.37)鷲 見謙一,葡 萄 状球菌 二因 ル皮下局所

免疫 二就 テ.愛 知醫 學會雑誌.第 二十 九巻.大 正十
一 年 .第 三 十 巻.大 正 十 二 年.38)Balch.zitr.

nach Mitsuoka. 39) Baldwin and Gardner, 
Amerc.  Rev. of Tuberc. 1921. V. 429. (zitr. nach 

 Ornstein). 40)  Besnewl,  zitr. nach Mitsuoka. 
41) Besredka. A., Ann. de l'Inst. Pasteur. No. 
1 u. 6. 1929. 42) Derselbe. Infection et
vaccination par  vole tracheale. Ebd. No. 34. 1920. 
43) Derselbe, L'experience de la  Fla.che-Aprops 
de  la vaccination antityphique. C. R. des Soc. 

 Biol. 89. 1923. 44)  Derselbe,  Allgemeine 
 Immunitat durch lokale Immunisierung.  Zentralb. 

f. ges.  Tbk-forschg. Bd. 20. 1923. 45)  Derselbe, 
Locale vaccination. Seuchenbekampfung. 1926. H.
2. 46) Derselbe, Die locale Immunisierung. 
Spezifische  Verbande. Deutsch von G. Blumen-
thal. Verlag J. A. Barth, Leipzig. 1926. 47) 

 Borok, M.  R.  u. M.  M. Pick.. Zur Frage  der 

gegenseitigen Beziehungen zwischen der  allge-
meinen  und der  ortlichen  Immunitat. Praner's 
Beitr. Bd.  63. 1926. 48)  Briickner.  'Ober 

 orale  Immunitatsversuche. Zeitschr. f.  Immunitats-
forschg.  Bd.  8.1911.  49)  Bull, C. G.. Respiratory 
Immunity in Rabbits. Amerc. Journ. of Hyg. 627.
1927. 50)  Calinette. A..  [le Tuberkulosein-
fektion  und die Immunisierung gegen die Tuber-
kulose durch die Verdauungswege. Zeitschr. f. 

 Immunitatsforschg.  1909.  1. S. 233. 51) Derselbe, 
L'infection Bacilaire et  la tuberculose. 1928. 52) 
Carra, J., Die Beteiligung der histogenen  an

der humoralen  Immunitat. Zeitschr. f.  Immunita .ts-
forschg. Org. Bd. 39. 1924.  53)  Charles,  R. 

 Austrian and  Henry Stuart Willis.. The 

pulmonary effects of intratracheal injections of 
old tuberculin in rabbits. Amerc.  Rev. of  Tbc. 
Vol. XXIII. No. 3. 1931. 54)  Clatiberg, K. W.. 
Versuche  fiber die locale Immunisierung gegen
Tuberkulose. Brauer's  Beitr. Bd. 71. 1929. 55) 

 Cobbett. L. and W. S. Melsome, On local 
and general immunity. Journ. of Path . and Bact. 
1896. 3. 56)  Cole,  R.  I.. Experimenteller 
Beitrag zur  Typhus-immunitat. Zeitschr . f. Hyg.



Bd. 46. 1904. 57)  Kolle  und  Wassermann, 
 Handbuch der  pathogenen  Mikroorganismen.  Lief.'

21. 1. 607-663. 1928. 58)  Couland, E.. Vaccina-
tion local du poumon  a  l'egard de l'infection 
tuberculense. Rev. de la tbc. 10. 540. 1929. 59) 
D'Aunoy, Antibody production after intratrac-
heal injection of antigen. Journ. of infect. Dis.
Vol. 30. 1922. 60) Ehrlich, P., Experimentelle 
Untersuchungen  tiber  Immunitat. Dtsch. med. 
Wochschr. 1891. Nr. 32. 61)  Gay, F.  P., On 
local and general immunity. Journ. of Immunol.
Vol. 8. 1923. 62)  Jacop, zitr. nach Mitsuoka. 
63) Jones, F. S., The influence resistance on 
the character of disease in experimental respi-
ratory infection. Journ. of exp. Med. Vol. 39. 1924.
64) Derselbe, The effects of the intratracheal 
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